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小
稿
の
取
り
上
げ
る
『
弘
法
大
師
之
御
本
地
』（768.5K

o14

資
料
Ｉ
Ｄ1210024225

）
は
、
令
和
三
年
十
一
月
に
東
京
古
典
会
よ
り

発
行
さ
れ
た
『
古
典
籍
展
観
大
入
札
目
録
』
に
写
真
一
葉
と
と
も
に
登
載
さ
れ
、
そ
の
直
後
に
京
都
女
子
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
、
奥
浄
瑠
璃
本
で
あ
る
。
袋
綴
写
本
一
冊
。
縦
二
七
・
〇
×
横
一
四
・
〇
㎝
。
黄
土
色
無
地
表
紙
（
本
文
共
紙
）
の
左
端
中
央
に
外

題
「
弘
法
大
師
之
御
本
地
」（
打
付
書
き
）。
内
題
「
弘
法
大
師
之
御
本
地
」。
前
後
表
紙
以
外
、
四
十
二
丁
。
段
数
は
、
六
段
。
段
表
示
「
二

た
ん
目
」「
三
た
ん
目
」「
四
た
ん
目
」「
五
段
目
」「
六
段
目
お
わ
り
な（
マ
マ
）
り
だ
ん
」。
毎
半
丁
の
行
数
は
、
三
十
四
丁
表
ま
で
七
行
、
三
十
四

丁
裏
以
降
は
六
行
。
三
丁
表
5
行
目
～
五
丁
表
3
行
目
な
ど
、
一
部
に
区
切
り
点
あ
り
。
随
所
に
振
り
仮
名
の
書
込
な
ど
見
ら
れ
る
。
本
文

の
あ
と
に
、
本
文
と
同
筆
に
て
「
天
保
五
歳
／
鳥
ノ
正
月
吉
日
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
写
本
と
知
れ
る
。
ま
た
、

破
損
の
た
め
裏
打
ち
補
修
が
施
さ
れ
て
い
る
後
表
紙
見
返
し
に
も
、
本
文
と
同
筆
の
奥
書
が
、

　
　

右
之
通
り
書
お
ろ
し
な
と
わ
／
御
座
候
間
ご
す
い
け
や
う
め
さ
れ
／
お
ん
よ
み
く
な
さ
れ
度
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
笹
村
／　
　
　

右
衛
門

と
見
え
る
。「
青
笹
村
」
は
、
現
岩
手
県
遠
野
市
青
笹
町
。

京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
奥
浄
瑠
璃
『
弘
法
大
師
之
御
本
地
』

─
江
戸
六
段
本
依
拠
大
師
物
浄
瑠
璃
末
裔

─
中

前

正

志
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奥
浄
瑠
璃
本
は
、
小
倉
博
編
『
御
国
浄
瑠
璃
集
』（
齋
藤
報
恩
会
、
昭
14
）
を
初
め
と
し
て
本
田
安
次
『
語
リ
物
・
風
流
二
』（
木
耳
社
、

昭
45
）
や
小
沢
昭
一
・
高
橋
秀
雄
編
『
大
衆
芸
能
資
料
集
成
』
第
三
巻
（
三
一
書
房
、
昭
57
）、
阪
口
弘
之
編
『
奥
浄
瑠
璃
集
翻
刻
と
解
題
』

（
和
泉
書
院
、
平
6
）、
福
田
晃
・
神
田
洋
・
真
下
美
弥
子
編
『
奥
浄
瑠
璃
集
成
（
一
）』（
三
弥
井
書
店
、
平
12
）
に
翻
刻
が
集
成
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
『
弘
法
大
師
之
御
本
地
』
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
右
の
う
ち
『
奥
浄
瑠
璃
集
成
（
一
）』
に
載
る
「
奥

浄
瑠
璃
諸
本
目
録
」
に
も
同
書
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
も
、
例
え
ば
尾
崎
修
一
「
新
出
本

奥
浄
瑠
璃
『
相
洲
村
松
物
語
』
─
略

解
題
と
翻
刻
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
58
、
平
21
）
な
ど
に
お
い
て
新
出
本
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、『
弘
法
大
師
之
御
本
地
』
に
つ
い

て
の
報
告
は
や
は
り
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
成
田
守
『
奥
浄
瑠
璃
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
昭
60
）
な
ど
諸
論
考
に
も
、
そ
れ

に
関
す
る
言
及
は
見
当
た
ら
な
い
。
見
落
と
し
て
い
な
け
れ
ば
、
小
稿
の
取
り
上
げ
る
『
弘
法
大
師
之
御
本
地
』
は
、
新
出
の
奥
浄
瑠
璃
本

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
全
文
の
翻
刻
を
後
掲
す
る
。

『
近
松
全
集
』
第
十
七
巻
（
岩
波
書
店
、平
6
）
は
、「
絵
入
本
」
と
し
て
、刊
記
「
享
保
四
歳
亥
正
月
吉
祥
日

う
ろ
こ
か
た
や
孫
兵
衛
板
」

を
有
す
る
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
の
『
弘
法
大
師
之
御
本
地
』
の
冒
頭
部
と
挿
絵
の
影
印
や
書
誌
事
項
を
掲
げ
た
う
え
で
、「
近
松
作
『
以

呂
波
物
語
』
を
適
宜
省
略
し
、
六
段
に
分
け
た
も
の
で
あ
る
。
段
表
記
を
削
っ
た
後
刷
本
が
東
洋
文
庫
、
東
大
図
書
館
、
天
理
図
書
館
等
に

あ
る
」
と
記
す
。
早
く
若
月
保
治
『
古
浄
瑠
璃
の
研
究
』
第
二
巻
（
桜
井
書
店
、
昭
19
）
が
、「
読
本
と
し
て
の
刊
行
に
て
、
太
夫
名
な
く
」、

「
加
賀
掾
の
『
い
ろ
は
物
語
』
の
改
作
と
い
ふ
よ
り
も
縮
図
で
あ
る
」
な
ど
と
概
説
し
た
（
八
二
四
頁
）
作
品
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ

れ
て
い
る
東
大
図
書
館
霞
亭
文
庫
所
蔵
本
に
よ
っ
て
本
文
を
一
々
照
合
す
る
に
、
全
体
的
に
ほ
と
ん
ど
同
文
と
言
っ
て
も
い
い
く
ら
い
で

あ
っ
て
、
小
稿
の
取
り
上
げ
る
天
保
五
年
写
奥
浄
瑠
璃
本
『
弘
法
大
師
之
御
本
地
』
が
、
上
の
享
保
四
年
板
絵
入
本
『
弘
法
大
師
之
御
本
地
』

に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ほ
ぼ
明
白
で
あ
る
。

一
例
と
し
て
、
奥
浄
瑠
璃
本
の
四
段
目
の
冒
頭
（
23
オ
Ｌ
4
～
23
ウ
Ｌ
2
）
を
ま
ず
掲
げ
、
次
に
、
そ
れ
と
対
応
す
る
箇
所
を
、
右
享
保
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四
年
板
本
と
近
松
作
と
さ
れ
る
『
以
呂
波
物
語
』（『
近
松
全
集
』
第
十
三
巻
）
と
か
ら
各
々
引
載
す
る
。

・
か
く
で3

、
川
村
金
子
バ
女
房
を
か
た
わ
ら
に
ま
ね
き
、「
あ
の
姫
君
ハ
、
人
間
に
て
わ
お
わ
す
ま
じ
」。
女
房
き
ゞ3

て
、「
け
に
や
、
水

か
ら
が
現
世
、
ミ
ら
い
の
し
せ
う
ぞ
や
。
師
匠
の
お
ん
有
故
に
、
親
の
お
ん
お
も
しし

る
と
か
や
。
ミ
ち
を
な
ら
ひ
て
、
道
ヲ
立
ず
ハ
、

ち
ぐ3

る
い
な
り
。
其
の
上
、
お
ん
身
の
御
し
う
ノ
筋
、
何
と
ぞ
た
す
げ3

参
ら
せ
ん
」。

（
奥
浄
瑠
璃
本
）

・
か
く
て
、
川
村
き
ん
ご
ハ
女
房
を
か
た
は
ら
に
ま
ね
き
、「
あ
の
姫
君
ハ
、
人
間
に
て
ハ
お
わ
す
ま
し
」。
女
房
き
ゝ
て
、「
け
に
や
、

水
か
ら
が
現
世
・
み
ら
い
の
し
せ
う
ぞ
や
。
師
匠
の
お
ん
有
故
に
、
親
の
お
ん
お
も
し
る
と
か
や
。
道
を
な
ら
ひ
て
、
道
を
立
す
ハ
、

ち
く
る
い
也
。
其
う
へ
、
御
身
の
お
し
う
筋
、
何
と
ぞ
た
す
け
参
ら
せ
よ
」。

（
享
保
四
年
板
本
）

・
あ
ま
り
の
事
に
女
房
金
吾
を
か
た
は
ら
に
ま
ね
き
。「
扨
有
か
た
や
い
か
さ
ま
あ
の
姫
は
人
間
に
て
は
お
は
す
ま
じ
。
神
か
仏
か
み
づ

か
ら
が
げ
ん
ぜ
・
み
ら
い
の
し
し
や
う
ぞ
や
。
げ
に
や
師
の
お
ん
有
ゆ
へ
に
親
の
お
ん
を
も
し
る
と
か
や
。
道
を
な
ら
ひ
て
道
を
立
ず

は
ち
く
る
い
に
ひ
と
し
か
る
ら
ん
。
其
上
御
身
の
た
め
に
は
お
主
す
ぢ
。
何
と
ぞ
思
案
を
め
ぐ
ら
し
て
た
す
け
た
べ
」
と
涙
を
な
が
し

頼
み
け
る
。

（『
以
呂
波
物
語
』）

『
以
呂
波
物
語
』
の
実
線
部
を
、
享
保
四
年
板
本
は
「
適
宜
省
略
」（
先
引
『
近
松
全
集
』
第
十
七
巻
）
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
ら
省

略
箇
所
は
奥
浄
瑠
璃
本
で
も
同
じ
く
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、『
以
呂
波
物
語
』
が
金
吾
の
女
房
か
ら
金
吾
へ
の
言
葉
と
す
る
も
の
の
う
ち
破

線
部
だ
け
、
享
保
四
年
板
本
は
、
逆
に
金
吾
か
ら
そ
の
女
房
へ
の
言
葉
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
点
も
、
奥
浄
瑠
璃
本
で
も
同
じ
で
あ
る
。
そ

し
て
、
右
引
箇
所
全
体
が
、
奥
浄
瑠
璃
本
と
享
保
四
年
板
本
と
で
ほ
と
ん
ど
同
文
に
な
っ
て
い
る
。
奥
浄
瑠
璃
本
は
確
か
に
、
享
保
四
年
板

本
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
に
違
い
あ
る
ま
い
。

奥
浄
瑠
璃
本
の
四
段
目
の
終
わ
り
近
く
に
は
、

さ
れ
共
、「
人
に
さ
と
ら
れ
て
ハ
か
な
わ
し
」
と
、「
誠
に
汝
ハ
、
幼
よ
り
の
由
ミ
と
て
、
主
の
命
に
替
ら
ん
と
ハ
、
し
ほ
ら
し
や
と
、
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い
か
に
太
刀
取
殿
、
水
か
ら
ご
そ
ハ
い
ろ
は
の
ま
い
」
と
、
互
に
論

8

8

8

ひ
給
ひ
け
る
。

（
27
オ
Ｌ
3
～
Ｌ
7
）

と
見
え
る
。
自
ら
が
咎
人
の
い
ろ
は
の
前
で
あ
る
と
、
い
ろ
は
の
前
と
金
五
（
金
吾
）
の
女
房
が
「
互
に
論

8

8

8

」
っ
て
い
る
場
面
で
あ
る
は
ず

な
の
に
、
二
人
が
互
い
に
主
張
す
る
形
に
な
っ
て
い
な
い
点
、
不
審
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
享
保
四
年
板
本
の
対
応
箇
所
を
確
認
す
る
に
、
右

引
実
線
部
が
金
五
の
女
房
の
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
あ
と
に
も
同
女
房
の
言
葉
が
さ
ら
に
続
い
て
最
後
に
、「
あ
の
物
」
＝
い
ろ
は
の
前
を
「
早

く
か
へ
し
て
給
は
れ
や
」
と
太
刀
取
に
訴
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
直
後
に
、「
い
ろ
は
の
前
聞
も
あ
へ
ず
」
と
あ
っ
て
、
今
度
は
い
ろ

は
の
前
の
言
葉
が
、「
い
や
汝
こ
そ
…
…
替
る
心
ざ
し
、
の
ふ
太
刀
取
殿
、
水
か
ら
こ
そ
ハ
い
ろ
は
の
前
」
と
続
い
て
お
り
、
奥
浄
瑠
璃
本

の
右
引
波
線
部
は
、
い
ろ
は
の
前
の
言
葉
と
し
て
出
て
く
る
。
享
保
四
年
板
本
の
該
当
箇
所
、
七
丁
裏
の
三
行
目
と
四
行
目
を
見
る
に
、

　
　

…
…
ほ
ら
し
や
い
か
に
太
刀
取
殿
あ
の
物
は

　
　

…
…
替
る
心
ざ
し
の
ふ
太
刀
取
殿
水
か
ら
こ

と
、
金
五
の
女
房
と
い
ろ
は
の
前
の
言
葉
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
「
太
刀
取
殿
」
が
、
連
続
す
る
行
の
左
右
の
位
置
に
ほ
ぼ
並
ん
で
い
る
。

そ
の
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
目
移
り
が
生
じ
れ
ば
、
実
線
部
か
ら
波
線
部
へ
と
繋
が
る
奥
浄
瑠
璃
本
の
右
引
本
文
が
派
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
、
奥
浄
瑠
璃
本
が
正
に
享
保
四
年
板
本
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
端
的
に
裏
付
け
て
い
よ
う
。

奥
浄
瑠
璃
の
諸
曲
は
、
若
月
保
治
『
古
浄
瑠
璃
の
研
究
』
第
四
巻
（
桜
井
書
店
、
昭
19
）
収
載
「
仙
台
浄
瑠
璃
と
古
浄
瑠
璃
」
に
お
い
て

四
種
に
分
類
さ
れ
て
い
て
、そ
れ
が
浅
野
建
二
『
日
本
歌
謡
の
発
生
と
展
開
』（
明
治
書
院
、昭
47
）
収
載
「
御
国
浄
瑠
璃
の
伝
承
に
つ
い
て
」

以
下
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
が
、
そ
の
四
種
の
う
ち
の
「
古
浄
瑠
璃
中
心
の
曲
」「
古
浄
瑠
璃
、
又
は
其
改
題
、
改
作
、
若
し
く
は
古
浄
瑠

璃
を
奥
浄
瑠
璃
化
せ
る
も
の
」
に
、
右
の
奥
浄
瑠
璃
『
弘
法
大
師
之
御
本
地
』
は
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、
阪
口
弘
之

「
奥
浄
瑠
璃
」（
岩
波
講
座
歌
舞
伎
・
文
楽
第
七
巻
『
浄
瑠
璃
の
誕
生
と
古
浄
瑠
璃
』、
平
10
）
が
、「
奥
浄
瑠
璃
全
般
を
見
渡
す
と
、
そ
の
多

く
は
中
央
か
ら
移
入
さ
れ
た
曲
目
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
板
本
に
依
拠
す
る
の
で
あ
る
」「
現
存
本
の
中
に
は
、天
理
本
の
『
伏
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見
常
盤
ゑ
ぼ
し
や
源
八
』
や
『
ら
い
が
う
あ
と
め
の
ろ
ん
』
の
よ
う
に
、
濁
音
表
記
や
用
字
法
に
奥
浄
瑠
璃
の
特
異
さ
は
認
め
ら
れ
る
も
の

の
、そ
れ
ら
を
除
く
と
、江
戸
六
段
本
を
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
た
如
き
テ
キ
ス
ト
も
残
存
す
る
」
と
説
く
が
、右
『
弘
法
大
師
之
御
本
地
』
も
、

「
う
ろ
こ
か
た
や
孫
兵
衛
板
」（
先
引
刊
記
）
の
六
段
本
、
す
な
わ
ち
中
央
の
板
本
で
あ
る
江
戸
六
段
本
に
依
拠
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
依
拠
し
た
古
浄
瑠
璃
と
の
距
離
が
様
々
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
種
々
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り）

1
（

、
先
出
『
奥
浄
瑠
璃
集
翻
刻
と
解
題
』

収
載
林
久
美
子
「
奥
浄
瑠
璃
の
テ
キ
ス
ト
」
で
は
、「
板
本
系
統
の
写
本
」
が
「
板
本
と
の
距
離
を
基
準
に
」、
右
引
中
の
天
理
本
『
伏
見
常

盤
ゑ
ぼ
し
や
源
八
』
の
よ
う
な
「
板
本
に
極
め
て
忠
実
な
写
し
本
」
を
「
そ
の
一
」
と
し
て
、
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
小
稿
の

取
り
上
げ
る
『
弘
法
大
師
之
御
本
地
』
の
場
合
が
ど
う
で
あ
る
の
か
、
以
下
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

先
に
引
用
し
た
四
段
目
冒
頭
箇
所
に
限
っ
て
も
、「
か
く
て
」（
享
保
四
年
板
本
）
→
「
か
く
で3

」（
奥
浄
瑠
璃
本
）、「
き
ゝ
て
」（
享
）
→

「
き
ゞ3

て
」（
奥
）
な
ど
、
カ
行
音
・
タ
行
音
の
濁
音
化
が
見
ら
れ
る
が
（
傍
点
部
）、
そ
の
よ
う
な
濁
音
表
記
は
同
箇
所
に
限
ら
ず
全
面
に

認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
先
引
箇
所
以
外
に
は
、「
他
人
さ
へ
」（
享
）
→
「
他
人
さ
い
」（
奥
3
オ
Ｌ
4
）、「
ふ
り
か
へ
り
」（
享
）
→
「
ふ
り

か
い
り
」（
奥
10
ウ
Ｌ
6
）、「
御
前
」（
享
）
→
「
お
ん
ま
い
」（
奥
42
オ
Ｌ
4
）、「
く
も
居
」（
享
）
→
「
く
も
ゑ
」（
奥
20
ウ
Ｌ
4
）
な
ど
、

イ
と
エ
の
混
同
も
、
全
体
的
に
多
数
存
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
奥
浄
瑠
璃
本
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
、
口
語
り
が
関
与
し
た
結
果
、
東
北
方
言

が
反
映
し
た
と
覚
し
い
事
例
で
あ
る
。
そ
の
他
、「
立
わ
づ
ら
ひ
て
」（
享
）
→
「
立
笑
で
」（
奥
11
オ
Ｌ
1
）、「
さ
い
前
よ
り
の
有
様
」（
享
）

→
「
さ
ゆ
わ
い
の
有
様サ
マ

」（
奥
12
オ
Ｌ
5
）、「
い
の
字
」（
享
）
→
「
命
」（
奥
22
オ
Ｌ
5
）、
な
ど
、
口
語
り
に
伴
う
訛
伝
の
類
と
見
ら
れ
る

も
の
も
少
な
く
な
い
。

「
し
ら
ぬ
㒵
」（
享
）
→
「
し
ぬ
顔
」（
奥
11
ウ
Ｌ
5
）
や
「
太
刀
の
さ
や
ち
に
そ
ま
つ
て
」（
享
）
→
「
太
刀
の
さ
や
に
そ
ま
つ
て
」（
奥

17
オ
Ｌ
2
～
3
）
な
ど
も
、
口
語
り
に
際
し
て
の
脱
文
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
誤
写
の
類
だ
ろ
う
か
。「
わ
ら
は
か
て
習
の
し
匠
」（
享
）
→

「
手
な
ら
ひ
の
しし

匠ぜ
う

」（
奥
3
オ
Ｌ
5
）、「
す
さ
ま
し
く
も
ま
た
有
か
た
し
」（
享
）
→
「
す
さ
ま
じ
く
も
有
か
だ
し
」（
奥
7
ウ
Ｌ
2
）、「
に
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つ
た
う
の
便
せ
ん
」（
享
）
→
「
便
せ
ん
」（
奥
19
ウ
Ｌ
1
）、「
先
か
た
ハ
ら
に
引
す
へ
る
」（
享
）
→
「
引
す
ゑ
る
」（
奥
25
ウ
Ｌ
5
）
と
い
っ

た
事
例
も
、散
見
さ
れ
る
。
先
出『
奥
浄
瑠
璃
集
成（
一
）』に
載
る
真
下
美
弥
子「
奥
浄
瑠
璃
テ
キ
ス
ト
の
性
格
」は
、文
化
五
年（
一
八
〇
八
）

写
奥
浄
瑠
璃
『
梵
天
国
』
を
酷
似
す
る
説
経
江
戸
版
と
比
較
し
、「『
と
ぶ
ら
ひ
』『
三
が
い
ど
う
じ
の
』『
い
ん
ゐ
の
』
等
を
は
じ
め
と
す
る
、

小
さ
な
単
位
で
の
語
句
の
欠
落
」
す
る
傾
向
に
つ
い
て
、「
中
央
の
正
本
が
奥
州
に
入
り
、
そ
の
ま
ま
真
似
て
語
ら
れ
て
い
く
う
ち
に
、
詞

章
の
上
に
細
か
い
欠
落
を
生
じ
て
い
っ
た
過
程
が
想
像
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
が
、
そ
れ
と
同
様
に
捉
え
て
い
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、

意
図
的
に
省
略
さ
れ
た
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
先
に
掲
げ
た
四
段
目
冒
頭
箇
所
の
波
線
部
、「
参
ら
せ
よ
」（
享
）
→
「
参
ら
せ
ん
」（
奥
）
と
い
う
よ
う
な
相
違
も
、
数
多
い
。

例
え
ば
、「
思
ひ
を
か
な
へ
ん
」（
享
）
→
「
思
ひ
を
か
な
ふ
べ
し
」（
奥
2
ウ
Ｌ
3
）、「
悪
行
」（
享
）
→
「
あ
ぐ
きキ

や
ぐ
」（
奥
14
オ
Ｌ
7
）、

「
お
と
が
め
お
も
ふ
し
て
」（
享
）
→
「
お
と
が
め
か
う
む
り
」（
奥
21
ウ
Ｌ
2
）、「
取
に
か
せ
し
」（
享
）
→
「
取
に
が
し
た
る
」（
奥
26
オ

Ｌ
5
）、「
太
刀
」（
享
）
→
「
刀
な
」（
奥
27
ウ
Ｌ
7
）、
な
ど
。
ま
た
、
享
保
四
年
板
本
に
な
い
字
句
が
新
た
に
加
わ
っ
た
事
例
も
、「
山
し

ろ
た
へ
の
雲
」（
享
）
→
「
山
し
ろ
し
ろ
だ
い
雲く
も

」（
奥
9
オ
Ｌ
3
）
の
よ
う
な
衍
字
の
類
ら
し
き
も
の
の
ほ
か
、「
今
の
世
ニ
」（
享
）
→
「
今

の
世
に
い
だ
る
ま
て
」（
奥
22
ウ
Ｌ
5
～
6
）、「
か
く
と
は
し
ら
で
」（
享
）
→
「
か
く
て
、
か
ぐ
ど
ハ
し
ら
で
」（
奥
25
オ
Ｌ
1
～
2
）、「
と

し
や
を
ふ
く
み
」（
享
）
→
「
し
と
や
が
に
と
し
や
を
ふ
ぐ
ミ
」（
奥
31
ウ
Ｌ
5
～
6
）
な
ど
、
見
ら
れ
る
。

以
上
は
い
ず
れ
も
微
細
な
相
違
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
が
、
必
ず
し
も
微
細
と
は
言
い
切
れ
な
い
相
違
も
認
め
ら
れ
る
。
母
の
前
で
、
兄
の

熊
丸
が
弟
の
光
照
に
斬
っ
て
か
か
る
場
面
、
享
保
四
年
板
本
で
は
、

は
ゝ
上
は
み
て
て
る
に
打
お
ほ
い
、「
に
げ
よ
、
光
照
。
や
れ
迯
よ
」。「
い
や
、
我
う
た
れ
ん
」
と
母
を
お
ほ
ひ
、
互
に
い
と
ひ
い
と

は
れ
し
。

と
あ
り
、『
以
呂
波
物
語
』
で
も
お
よ
そ
同
様
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
奥
浄
瑠
璃
本
で
は
、
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母
上
ハ
ミ
つ
て
る
に
、「
に
げ
よ
」
と
声
か
げ
る
。
光
て
る
、「
い
か
ゞ
わ
せ
ん
」
と
お
も
い
し
が
、
母
上
、
此
由
見
る
よ
り
、「
光

て
る
、
や
れ
迯
よ
」
ゆ
う
。「
い
や
、
我
う
だた

れ
ん
」
と
母
上
を
お
も
い
、
互
に
い
と
ひ
い
と
は
れ
し
。

（
15
ウ
Ｌ
3
～
Ｌ
6
）

と
な
っ
て
い
る
。
実
線
部
と
波
線
部
の
間
に
破
線
部
が
入
っ
て
、
躊
躇
す
る
光
照
の
心
情
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
に
、
先
に
挙
げ
た
林
「
奥
浄
瑠
璃
の
テ
キ
ス
ト
」
に
よ
る
三
分
類
に
当
て
は
め
る
な
ら
ば
、
奥
浄
瑠
璃
『
弘
法
大
師

之
御
本
地
』
は
、「
そ
の
二
」
の
「
板
本
写
し
で
あ
り
な
が
ら
用
字
を
変
え
る
以
外
に
、
訛
語
の
認
め
ら
れ
る
も
の
」
に
該
当
し
つ
つ
、「
そ

の
三
」
の
「
板
本
に
依
拠
し
な
が
ら
も
、
意
識
的
に
表
現
や
内
容
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
」
と
し
て
の
側
面
も
有
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
か
。
山
田
和
人
氏
に
、『
以
呂
波
物
語
』
の
ほ
か
『
弘
法
大
師
出
世
之
巻
』『
弘
法
大
師
誕
生
記
』『
日
本
九
ほ
ん
の
じ
や
う
ど
』
と
い
っ

た
「
大
師
物
浄
瑠
璃
」
に
つ
い
て
の
一
連
の
研
究
が
あ
る
が）

2
（

、『
以
呂
波
物
語
』
を
「
適
宜
省
略
」（
先
引
『
近
松
全
集
』
第
十
七
巻
）
し
て

成
っ
た
享
保
四
年
刊
行
の
江
戸
六
段
本
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
り
つ
つ
、
訛
語
な
ど
認
め
ら
れ
る
う
え
に
「
意
識
的
に
表
現
や
内
容
を
変
え

よ
う
と
し
」
た
面
も
見
受
け
ら
れ
る
、
奥
浄
瑠
璃
『
弘
法
大
師
之
御
本
地
』
に
は
、
大
師
物
浄
瑠
璃
の
末
裔
と
い
う
べ
き
位
置
付
け
を
与
え

る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

注（
1
）
最
近
の
井
上
勝
志
「
奥
浄
瑠
璃
本
の
依
拠
本
と
し
て
の
六
段
本

─
佐
藤
理
作
（
利
作
）
旧
蔵
書
か
ら

─
」（『
神
女
大
国
文
』
27
、
平

28
）
な
ど
も
参
照
。

（
2
）「
井
上
市
郎
太
夫
正
本
『
弘
法
大
師
出
世
之
巻
』
に
つ
い
て
」（『
近
世
文
芸
』
43
、
昭
60
）、「
洛
東
遺
芳
館
所
蔵
井
上
市
郎
太
夫
正
本
『
弘

法
大
師
出
世
之
巻
』」（『
同
志
社
国
文
学
』
30
、
昭
63
）、「『
以
呂
波
物
語
』
の
特
質
に
つ
い
て
：
大
師
物
浄
瑠
璃
の
流
れ
に
即
し
て
」（『
同

志
社
国
文
学
』
31
、
昭
63
）。
前
二
者
は
、
山
田
和
人
『
洛
東
遺
芳
館
所
蔵
古
浄
瑠
璃
の
研
究
と
資
料
』（
和
泉
書
院
、
平
12
）
に
再
収
。
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【
翻
刻
】〔
基
本
的
に
通
行
字
体
に
改
め
る
と
共
に
、句
読
点
や
引
用
符
を
私
に
施
し
た
。宛
字
や
脱
字
な
ど
元
の
ま
ま
。半
丁
の
終
わ
り
ご
と
に（
1
オ
）」

な
ど
と
記
し
、
そ
れ
以
外
の
行
末
を
「
／
」
で
示
し
た
。
本
文
右
脇
の
「

」
は
、
本
来
あ
る
区
切
り
点
。
□
は
判
読
不
能
箇
所
。
不
審
箇

所
に
は
（
マ
マ
）
と
傍
記
し
た
が
、
決
し
て
網
羅
的
な
も
の
で
は
な
い
。〕

い
ろ
は
に
ほ
へ
と
ち
り
ぬ
る
を
、
わ
か
よ
た
れ
そ
つ
ね
な
／
ら
む
、
う
ゐ
の
お
く
や
ま
け
ふ
こ
え
て
、
あ
さ
き
ゆ
め
み
／
し
ゑ
ひ
も
せ
す
。
さ
む
れ
ば
、

此
ミ
そ
ぐ
せ
ひ
る
ニ
、
今い
ま

此
／
み
世
に
時
ゑ
だ
り
。
爰こ
ゞ

に
仁に
ん

王の
う

五
拾
代
く
わ
ん
む
天
玉
（
マ
マ
）／

御お
ん
と
き時

、
藤
原
の
き
ん
達た
ぢ

に
、
う
大
将
熊
丸
、
し
や
て
い
さ
／

中ち
う

将し
や
う

ミ
つ
て
る
、
御
前
し
か
ふ
ま
つ
る
。
大（
マ
マ
）
玉
水
て
る
を
（
1
オ
）
召
れ
、「
そ
れ
我
国
ハ
神
国
に
て
、
仏ぶ
つ

法ほ
う

共
に
ゆ
づ
う
し
、
／
何
に
ふ
そ
ぐ
ハ
あ

ら
ね
共
、
中
く
わ
し
う
ゑ
ぎ
の
ひ
せ
う
、
／
い
ま
だ
日
本
に
来
ら
ず
。
汝な
ん
じ

い
そ
ぎ
も
ろ
こ
し
に
渡
り
、
／
な
ら
い
ヲ
ゑ
て
帰
る
へ
し
」
と
ち
よ
ぐ
ち
や

う
也
。
水
て
る
／
承
り
、「
昔む
が
し

よ
り
も
ろ
こ
し
ゑ
御
使つ
か
い

を
立
ら
る
ゝ
事
、
き
／
り
や
う
を
ゑ
ら
ま
る
ゝ
と
承
り
し
に
、
し
や
ぐ
ば
い
の
／
某
そ
れ
が
し

に
け
ん
と

う
し
を
仰
付
ら
る
ゝ
事
、
家
の
め
ん
ぼ
ぐ
、（
1
ウ
）
末
代
の
ほ
ま
れ
」、
悦
ヨ
ロ
コ
ヒ

び
お
ん
う
け
を
申
さ
る
ゝ
。
／
爰こ
ゝ
に

に
中ち
う

后ぐ
う

の
う
ゑ
わ
ら（
マ
マ
）に

、
い
ろ
は
の
前

と
て
有
け
る
／
が
、
光ミ
ツ

て
る
に
心
を
か
げ
、「
い
国
ゑ
渡
り
給
ひ
な
ば
、
い
よ
〳
〵
／
恋
わ
か
な
ふ
ま
じ
。
と
ゞ
め
ば
や
」
と
思
召
、「
誠ま
こ
と

や
、
唐
も
ろ
こ
し

え
わ

大
／
国
と
承
り
、
日
本
ハ
小
国
に
て
ち
ゑ
せ
ば
し
と
て
笑
と
／
承
る
に
、
此
度
光
て
る
殿
を
遣
さ
れ
候
事
、
我わ
か

朝て
う

の
／
は
ぢ
な
ら
ん
。
ぜ
ひ
思
召
と
ま

り
給
へ
」。
熊
丸
ハ
ひ
ご
ろ
（
2
オ
）
い
ろ
は
の
前
に
心
を（
マ
マ
）玉

づ
さ
送
れ
共
、
も
ど
よ
り
／
光
て
る
に
心
を
よ
せ
、
つ
い
に
へ
ん
じ
も
あ
ら
さ
れ
ば
、
／

「
光
て
る
を
も
ろ
ご
し
遣
し
、
あ
と
ニ
て
思
ひ
を
か
な
ふ
べ
し
」
／
と
思
召
、「
の
ふ
、
い
ろ
は
の
前
、
そ
う
も
ん
ハ
尤
也
。
い
に
し
へ
あ
べ
の
／
仲
丸

と
だ
うぢし
て
、
や
ば
だ
い
の
し
を
よヨ

ミ
、
日
本
ゑ
ノ
／
名な

を
あ
け
し
と
か
や
。
い
が
に
光
て
る
、
君
の
お
ん
目
か
ね
／
上
か
ら
某
そ
れ
か
し

を
指
お
か
れ
、
か
ゞ

る
大
事
の
け
ん
ど
う
し
、（
2
ウ
）
有
り
が
だ
き
ち
よ
ぐ
で
う
、
罷
立
て
や
う
い
せ
よ
」。
い
ろ
は
ハ
／
な
お
も
な
残
り
を
お
し
ミ
、「
あ
し
ぐ
ぎ
ゝ
給
ふ
（
マ
マ
）そ
。

昔ム
カ
シ

よ
り
い
そ
ぢ
い
／
ご
の
老ろ
う

人
を
そ
ハ
さ
る
ゝ
と
承
候
。
つ
ゞ
や
は
だ
ぢ
の
御
方
ヲ
／
は
ん
り
の
浪な
み

に
う
か
べ
ん
ハ
、
他
人
さ
い
い
と
ふ
し
ぐ
に
、
／

御
身
ハ
兄あ
ニ

也
。
さ
ゆ
わ
い
手
な
ら
ひ
の
しし

匠ぜ
う

、
ど
う
し
の
雲く
う

／
か
い
なナ

いイ

ぐ
ど
だ
う
の
望
あ
り
。
是
を
遣ツ
カ
ワ

さ
る
べ
し
」。
な
お
〳
〵
／
と
ゞ
め
そ
う
せ
ら

る
。
熊
丸
い
か
つ
て
、「
や
あ
、
い
ろ
は
の
前
、（
3
オ
）
其
方
、
く
う
海
が
ち
ゑ
に
光
て
る
が
ま
ぐ
べ
ぎ
が
。
／
も
ろ
ご
し
の
ひ
ミ
つ
を
日
本
ゑ
伝
る
事
、
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天
下
の
／
吉
さ
う
。
じ
や
ま
を
云
わ
て
ん
ま
の
し
よ
い
」。
君
の
り
ん
／
げ
ん
な
り
。
光
て
る
ハ
御
暇い
と
ま
ノ
た
ひ
衣
、も
ろ
こ
し
ふ
ねね

／
の
と
も
綱ツ
な

の
長
ぎ
か

い
ろ
と
き
こ
ゑ
け
る
。
爰
に
／
し
や
ぐ
の
空
海
ト
申
せ
し
わ
、讃
岐
の
国
た
と
の
郡
、父
の
せ
／
し
や
う
ハ
讃さ
い

岐ぎ

氏ノ

、母
ぼ
ん
そ
う
を
夢
に
み
て
、ほ
う
（
3

ウ
）
ぎ
五
年
に
懐だ
ん

躰せ
う

有
。
日
比
に
つ
ど
う
の
望
有
し
が
、
／
け
ん
ど
う
し
光
て
る
出
舩
と
つ
ぐ
る
よ
り
、
な
ん
で
う
／
み
か
ど
よ
り
お
ん
ゆ
る
し
を
あ

ら
す
と
も
、
む
た
い
に
か
の
／
と
に
び
ん
せ
ん
し
、
我
本
望
と
ぐ
へ
ぎ
と
、
跡
を
し
と
う
／
て
追
が
げ
行
。
去
程ほ
と

に
光
て
る
ハ
、
大
舩
の
（
マ
マ
）し

つ
／
ら
わ
せ
、

高
さ
ご
の
浦
に
付
給
ふ
。
か
ゝ
る
所
に
空
海
／
わ
、い
ぎ
を
か
ぎ
き
れ
は
し
り
付
、「
の
ふ
〳
〵
其
舟
（
4
オ
）
し
ば
ら
ぐ
。
我
ハ
空
海
と
申
し
や
門
な
り
。

く
／
ぼ
うノ

為
に
つ
ど
う
の
望
有
。
ひ
と
ゑ
に
頼
」
と
有
け
れ
ハ
、／
大
将
光
て
る
聞
給
ふ
。「
み
か
ど
よ
り
仰
に
て
、に
つ
ど
う
／
の
人
数
極
れ
ば
、叶
ふ

ま
ぢ
」
ト
仰
げ
る
。
空
海
ご
／
し
あ
ん
有
、「
其
義
な
ら
ば
、
ほ
つ
か
い
の
地
迄
書せ
う

状
／
壱
通
と
ゞ
け
た
べ
」。
せ
ん
中
に
て
是
を
聞
、「
も
ろ
ご
し
／
ゑ

文
と
ゞ
げ
よ
と
ハ
、に
ぐ
ぎ
云
分
や
な
。
ふ
り
ミ
ん
」
と
、（
4
ウ
）「
是
迄
御
坊
ハ
い
が
に
も
と
ゞ
げ
参
ら
せ
ん
。
こ
れ
迄
持
／
て
き
だ
ら
れ
よ
。
た
ゞ

し
、
そ
れ
に
て
か
ゝ
る
ゝ
か
、
然
ら
ハ
／
是
に
遊
バ
ぜ
」
と
舟
印
ヲ
指
出
す
に
、
空
海
御
ら
ん
／
じ
、「
是
く
つ
き
や
う
の
所せ
う

望
、
我
に
つ
と
う
の
時

き
た
れ
」
と
、
／
人
さ
し
ゆ
び
を
の
べ
給
へ
ば
、
忽
ち
き
く
わ
う
か
く
〳
〵
と
／
浪
に
あ
ら
わ
し
、
龍
の
字
舟
印
に
う
つ
り
し
か
ば
、
／
せ
ん
中
壱
ど

に
き
も
を
け
じ
、
扨
も
ふ
し
き
の
（
5
オ
）
名
僧
と
て
、
あ
つ
と
か
ん
す
る
計
な
り
。
光
て
る
／
見
給
、「
是
御
坊
、
此ノ

龍
の
字
に
て
ん
な
き
ハ
、
い

が
／
に
」
と
ゆ
う
。「
そ
れ
わ
、
御
へ
ん
だ
ぢ
わ
め
い
わ
ぐ
せ
ん
が
／
せ
うニ

さ
に
、
わ
ざ
と
て
ん
わ
ひ
か
い
だ
り
。
望
な
ら
バ
」
／
と
、
浪
に
打
テ
や
壱

て
ん
に
う
つ
る
と
ひ
と
し
ぐ
、
／
龍
と
也
。
し
ん
ど
う
ら
い
で
ん
い
な
ひ
が
り
、
し
や
／
ち
ぐ
雨
を
吹
立
る
。
舟
の
き
わ
に
吹
上
る
。「
ゆ
る
（
5
ウ
）

し
た
ま
い
」
と
こ
い
〳
〵
に
、
手
合
せ
て
ぞ
ら
い
は
い
／
す
。
空
海
由
を
見
給ま
い

、「
出
々
し
づ
め
申
さ
ん
」
と
、
／
舟
に
打
の
ら
せ
給
へ
ば
、
浪
風
し

づ
が
に
也
。
光
て
る
／
し
ん
〴
〵
浅
か
ら
ず
、「
後
日
の
と
か
め
ハ
と
も
か
ぐ
も
、
此
／
上
も
ろ
ご
し
ゑ
お
ぐ
り
参
ら
せ
ん
」
と
、
い
に
や
う
か
つ
か

う
ヲ
／
諸
共
に
、心
に
ま
か
せ
は
じ
り
行
。
か
ぐ
て
空
海
、／
長
あ
ん
の
都
に
い
だ
り
、大（

マ

マ

）

は
ぐ
山
の
そ
ば
つ
だ
ゑ
、（
6
オ
）
清
龍
山
に
入
ぬ
れ
ば
、「
む

か
ふ
に
雲く
も

の
た
な
ひ
ぐ
わ
、／
文
じ
ゆ
の
し
や
う
ど
な
る
ら
ん
」
ど
ふ
ミ
そ
め
た
ま
い
、大
／
な
る
黒
雲く
も

さ
し
か
ゞ
る
。
さ
す
が
の
空
海
あ
ぎ
れ
／
は
て
、

「
ね
が
わ
ぐ
わ
三
せ
う
十
二
ぶ
経
、
我
心
に
う
／
た
が
い
有
。
正
ぼ
う
を
し
め
し
た
ま
い
や
」
と
、
一
し
ん
／
ふ
ら
ん
に
き
せ
い
有
時
に
、
ふ
し
ぎ
や
、
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い
き
や
う
花
／
ふ
り
、
お
ん
が
く
聞
ゑ
、
有
が
だ
や
、
文
し
や（
マ
マ
）う

ほ
さ
（
6
ウ
）
つ
ひ
か
り
を
は
な
ち
ゑ
う
か
う
有
。「
か
ひ
ぐ
（
マ
マ
）ゑ

／
と
も
に
ち
ぎ
り

し
か
い
有
て
、
今
汝
あ
い
ミ
つ
る
。
昔
、
ひ
／
ろ
（
マ
マ
）し

や
な
せ
そ
ん
ひ
ミ
つ
し
ん
ご
ん
の
い
ん
を
む
す
び
、
／
ご
ん
か
う
さ
つ
だ
ふ
そ
ぐ
有
。
今
又
な
ん

ぢ
さ
づ
ぐ
る
／
な
り
。
こ
ん
だ
い
り
や
う
ふ
の
大
ほ
う
ひ
ほ
う
、
／
本
土
ゑ
か
へ
り
国
が
い
に
つ
た
へ
よ
。
四
か
い
あ
ん
た
／
い
な
る
べ
し
」
と
の
給

ふ
御
声
の
内
よ
り
も
、（
7
オ
）
し
や
ぐ
ひ
や
ぐ
二
つ
ほ
だ
ん
の
花
大
き
ん
、
り
き
ん
／
の
し
ゞ
の
い
き
お
い
、
す
さ
ま
じ
く
も
有
か
だ
し
。
則
、「
此

／
し
ゝ
に
の
り
、
汝
が
ほ
ん
と
に
か
い
れ
」
と
て
、
と
つ
こ
／
さ
ん
こ
れ
い
ほ
う
を
空
海
に
た
び
給
ひ
、
けけ

す
／
が
こ
と
ぐ
に
う
せ
給
ふ
。「
こ
ハ
あ
り

が
だ
し
」
と
／
ら
い
は
い
し
、
し
ん
へ
ん
ぢ
ざ
い
の
し
ゝ
に
め
し
、
／
よ
る
ひ
る
の
わ
か
ち
な
ぐ
あ
ゆ
ミ
け
る
。
か
ゞ
（
7
ウ
）
る
所
に
に
（
マ
マ
）向
ふ
よ
り
、

老ろ
う

僧
ほ
つ
す
た
づ
さ
ゑ
／
立
出
、「
我
は
け
い
び
ん
は
ん
に
や
三
ざ
う
な
り
。
／
汝
、
し
ん
言
の法

誠
に
ゑ
だ
ら
ハ
、
印
を
あ
ら
わ
せ
。
／
い
か
に
〳
〵
」

と
の
給
ふ
時
、
空
海
し
は
ら
ぐ
く
わ
ん
ね
／
ん
有
、
ま
な
く
（
マ
マ
）を
ひ
ら
き
見
給
へ
ば
、
あ
ぢ
の
／
壱
た
う
を
被く

下た

し
せ
う
し
を
き
る
。
ね
は
ん
ま
た
／
きキ

る
と
、
十
二
字
の
め
う
も
ん
木
の（
マ
マ
）あ

ら
わ
れ
（
8
オ
）
た
り
。
三
ぞ
う
く
わ
ん
し
と
打
ゑ
ミ
、「
を
ゞ
よ
い
か
／
な
〳
〵
」
と
さ
つ
ぐ
る
経
の
ミ
や
う

だ
い
、
我
が
名
も
／
則
大
は
ん
に
や
。
は
ん
に
や
じ
（
マ
マ
）ぼ

ん
じ
のの

ち
ゑ
ヲ
／
い
ふ
。
ち
ゑ
則
文
し
や（
マ
マ
）う

也
。「
見
よ
〳
〵
」
と
の
給
ひ
、
光
り
／
を
は
な
し

う
せ
給
ふ
。
此
光
め
う
に
ひ
か
れ
つ
ゝ
、
し
ゞ
／
わ
い
よ
〳
〵
力
ヲ
ゑ
、
こ
く
ふ
は
る
か
に
か
け
行
。
国
々
／
嶋
々
す
せ
ん
万
里
の
浪な
み

ぢ
を
も
、
じ
ん

づ
う
（
8
ウ
）
ち
か
ら
に
行
み
ぢ
わ
、
ミ
ぢ
か
ぎ
あ
し
の
つ
の
国
や
、
／
あ
ゆ
め
ば
河
内
、
か
いイ

れ
バ
い
づ
ミ
、
う
し
ろ
ハ
や
ま
と
、
／
是
ぞ
山
し
ろ

し（
マ
マ
）ろ

だ
い
雲く
も

を
分
、
し
ゝ
ハ
と
ひ
お
り
、
／
南
に
か
け
北
に
は
し
つ
て
、
た
わ
む
れ
の
花
の
白
露
、
／
き
さ
ら
ぎ
や
、
そ
の
ゝ
こ
て
ふ
を
お
つ
た
て
お

つ
め
、
／
か
し
ら
を
ふ
つ
て
ま
い
め
ぐ
る
。
廻
て
東
山
、
谷
ヲ
／
う
か
か
ふ
て
失
に
け
る
。
今
の
世
迄
も
此
谷
ヲ
、（
9
オ
）
し
ゞ
が
谷
と
ハ
申
也
。「
き

や
て
い
〳
〵
は
ら
き
や
て
い
、
／
は
ら
そ
ふ
き
や
て
い
、
ぼ
ん
ぢ
そ
わ
か
」
と
お
カ
／
ま
ぬ
人
ハ
な
か
り
け
り
。
／

　
　
　

二
た
ん
目
／

き
の
ふ
云
け
ふ
と
暮
、
光
て
る
き
て
ふ
あ
ん
□
／
に
、
ゑ
ぎ
の
お
ん
こ
う
を
つ
た
え
、
ま
つ
書
残
ら
ず
取
／
持
せ
、
急
ぎ
さ
ん
だ
い
申
奉
る
。
天
王
ゑ

い
（
9
ウ
）
か
ん
な
の
め
な
ら
ず
、
中
納
言
、
左
中
将
に
に
ん
せ
ら
／
れ
、
お
ん
と
ま
た
び
に
け
り
。
兄あ
に

の
熊
丸
ハ
、「
何
と
ぞ
し
て
／
い
ろ
は
の
ま
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へ
を
手
に
入
」
と
、
い
ろ
は
の
前
の
や
が
だ
に
／
行
、
し
ば
が
ぎ
に
立
か
ぐ
れ
、
事
の
て
い
を
ぞ
う
が
が
い
け
る
。
／
い
つ
ぬ
れ
そ
め
し
初
恋
の
、
ま

だ
て
習
の
い
ろ
は
の
前
、
／
ゆ
か
し
さ
む
ね
に
光
て
る
の
、
思
ふ
バ
な
ら
て
、
思
ひ
／
も
せ
ぬ
、
な
も
い
や
ら
し
き
熊
丸
が
、
し
み
しし

だ
た
（
10
オ
）

る
ぎ
よ
こ
れ
ん
ぼ
、
す
ぢ
な
ぎ
あ
だ
な
は
つ
と
／
立
。
雲
ゐ
の
内
も
わ
び
し
ぐ
で
、
め
の
と
が
ゆ
が
り
有
す
川
、
／
花
ち
る
里
に
し
の
は
せ
で
、
う
さ

を
なナ

ぐ
さ
み
／
お
わ
し
ま
す
。
か
ゞ
る
所
に
光
て
る
ハ
、
つ
りリ

さ
お
の
ふ
し
／
た
る
魚う
ヲ
ヲ
見
給ま
い

、「
是
に
あ
つ
ま
る
魚
ヲ
見
よ
。
つ
ら
で
／
ゑ
ご
ぞ
」
と

の
給
ふ
声
に
、
姫
君
は
ふ
り
か
い
り
見
給
ふ
に
、
／
恋
し
と
お
も
ふ
光
て（
マ
マ
）也

。
ここ

わ
そ
もソ

い
か
に
と
心
わ
（
10
ウ
）
せ
ぎ
、
立
笑
（
マ
マ
）で

た
め
い
き
ヲ
つ
き
、

な
ら
ば
、
し
り
よ
り
／
さ
お
に
取
付
し
が
ど
ゝ
取
て
、「
是
わ
ら
わ
に
ご
と
はわ

り
な
し
に
／
な
せ
つ
ら
ん
す
」
と
と
が
め
な
が
ら
も
、
な
が
し
め
に
見

／
と
れ
て
社
ハ
お
わ
し
け
れ
。
光
て
る
兼
て
よ
り
心
ニ
か
ゞ
る
／
つ
り
の
ゑ
ん
、よ
ぎ
し
を
と
ハ
おヲ

ほ
す
れ
と
、わ
さ
ど
見
／
し
ら
ぬ
ふ
り
を
し
て
、「
扨
々

せ
つ
し
や
う
き
ん
だ
ん
の
／
所
と
ハ
存
ぜ
ず
。
近
比
そ
つ
じ
御
免
な
れ
。
然
ら
ば
（
11
オ
）
魚う
ヲ

ハ
つ
る
ま
し
ぎ
」。「
い
や
、
お
の
さ
ま
に
と
が
め
ら
れ

だ
／
わ
と
が
わ
な
し
。
此
つ
り
さ
お
ご
ぞ
、と
が
人
な
り
」。「
其
義
な
ら
／
ば
御
そ
ぶ
ん
に
」
と
、さ
お
ゝ
す
て
、に
げ
ん
と
す
れ
バ
、引
／
〽
め
ト
と

、「
扨

も
に
ぐ
い
や
、
水
か
ら
を
御
み
わ
す
れ
ハ
有
ま
し
ぎ
。
／
い
つ
迄
ぐ
さ
の
し（
マ
マ
）ぬ

顔
、
文
は
た
ひ
〳
〵
送
れ
共
、
一
ど
返
事
／
も
な
さ
れ
ぬ
ハ
、
と
が
ぐ

し
ね
と
が
、
し
ん
で
の
げ
た
や
」
と
／
す
が
り
付
て
、
ぐ
と
が
る
ゝ
。
光
て
る
も
心
こ
ぼ
れ
て
、（
11
ウ
）「
い
な
に
ハ
あ
ら
ず
。
も
し
や
わ
が
げ
と
う

か（
マ
マ
）ふ

て
、
す
ぎ
／
ゆ
ぎ
し
事
の
き
の
と
ぐ
や
と
、
是
よ
り
し
て
ハ
七
生
も
替
／
ら
じ
物
」
ど
身
を
よ
せ
し
。
に
ゐ
む
つ
ご
と
こ
そ
や
さ
し
け
れ
。
／
し

の
び
ゐ
た
る
熊
丸
ハ
、
此
て
い
を
見
よ
り
も
つ
ゝ
と
出
て
、
／
「
是
、
光
て
る
、
さ（

マ

マ

）

ゆ
わ
い
の
有
様サ
マ

、
君
の
け
ん
ゐ
を
か
ふ
に
／
き
て
、
某
に
も
い
と

ま
を
こ
わ
す
、
あ
ま
つ
さ
へ
ふ
ぎ
を
／
な
す
事
、
き
つ
く
わ
い
な
り
。
七
代
迄
の
か
ん
と
う
ぞ
。（
12
オ
）
罷
立
」
と
い
か
り
け
る
。
光
て
る
こ
ど
バ

な
ぐ
、「
只
何
事
も
／
御
免
あ
れ
」
と
、
さ
し
う
つ
む
い
て
お
わ
し
ま
す
。
熊
丸
い
よ
／
い
よ
か
す
（
マ
マ
）に
の
り
、「
は
や
〳
〵
そ
こ
を
立
さ
れ
」
と
、
と
ん

で
か
ゞ
れ
／
バ
、
姫
君
ハ
や
が
て
中
へ
立
へ
た
だ
り
、「
の
ふ
、
御
身
計
す
ゞ
／
し
ぐ
て
、
い
や
は
や
お
か
し
い
ゐ
げ
ん
だ
て
。
大
方
に
し
て
／
お
ん

か
い
り
あ
れ
」。
熊
丸
ば
つ
だ
とト

に
ら
ミ
、「
や
い
女
、
あ
し
ぐ
／
依
て
け
が
す
る
な
」
と
つ
ぎ
の
ぐ
る
。
姫
君
ハ
に
ぐ
さ
も
（
12
ウ
）
に
ぐ
し
、「
は

ぢ
を
あ
だ
ゑ
ん
」
と
、
め
の
ど
に
い
ひ
付
、
熊
丸
が
／
す
年
送
り
し
玉
づ
さ
を
二
三
百
取
出
し
、「
の
ふ
、
光
て
る
様
、
／
是
ハ
、
あ
の
せ
う
の
よ
き
兄
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さ
ま
よ
り
、
み
つ
か
ら
に
付
ら
れ
だ
／
る
状
文
な
り
。
わ
が
恋
叶
バ
ぬ
は
ら
立
に
、
ミ
（
マ
マ
）だ

れ
顔
の
／
わ
ん
さ
ん
か
や
せ
う
し
ぐ
候
な
り
。
只
今
か
い
す
。

受
取
」
と
、
／
は
ら
り
〳
〵
ど
な
げ
付
ら
れ
、
熊
丸
め
ん
ぼ
ぐ
失
て
、「
此
上
／
ふ
ん
へ
つ
有
。
今
に
思
ひ
ヲ
し
ら
せ
ん
」
と
、「
ち
ぐ
生
め
〳
〵
」
と

（
13
オ
）
我
が
身
の
あ
ぐ
ハ
し
ら
犬イ
ぬ

の
、
に
げ
ぼ
へ
し
て
帰
り
／
け
る
。
爰
に
、
か
の
兄
弟
の
は
ゞ
上
ハ
、
め
う
し
や
ぐ
せ
ん
に
と
／
で
、
こ
が
ど
の
丸

に
おヲ

ぐ
れ
て
よ
り
、
ひ
む（
マ
マ
）の

谷
に
引
こ
も
り
、
／
後ご

せ
の
い
と
な
ミ
計
に
て
、
月
日
ヲ
か
そ
へ
お
わ
し
ま
ず
。
／
然
る
に
、
光
て
る
、
も
ろ
ご
し
よ
り

の
ミ
や
げ
ど
て
、
名
作
の
／
ミ
ろ
ぐ
ぼ
さ
づ
を
参
ら
せ
た
ま
へ
ば
、
母
上
御
悦
ひ
限
り
な
ぐ
、
／
と
も
し
び
か
ぎ
あ
げ
て
お
わ
し
ま
ず
所
に
、
熊
丸
わ

（
13
ウ
）
大
あ
せ
に
て
つ
つ
と
入
、
ち
仏
だ
う
の
ミ
ろ
ぐ
ほ
さ
つ
を
お
つ
／
と
り
て
に
は
に
な
げ
、
物
を
も
い
わ
ず
、
大
い
き
ほ
つ
と
つ
ぎ
／
け
る
。
母

上
け
ふ
さ
め
、「
く
ま
丸
、
御
身
ハ
き
が
ち
か
ふ
た
が
」。
／
「
お
ふ
、
き
が
ち
か
は
ん
も
し
れ
申
さ
ん
。
扨
も
光
て
る
／
め
ハ
、
げ
ん
ど
う
し
を
う
げ

な
が
ら
、
唐
へ
わ
ゆ
が
す
／
し
て
、
お
ん
国
へ
は
い
ぐ
わ
い
し
、
か
ミ
を
か
す
め
、
御
お
ん
／
せ
う
に
預
リ
、
様サ
マ
〳
〵々

の
あ
ぐ
きキ

や
ぐ
、
今
に
せ
ん
ぞ
の

な
を
（
14
オ
）
く
だ
し
、
親
兄ア
ニ

の
首
に
な
わ
を
付
ん
。
此
仏
も
／
何
所
ぐ
の
山
の
木
柱
か
、
名
作
と
か（
マ
マ
）

ら
し
。
と
か
ぐ
ハ
な
ん
ぎ
／
の
で
ぎ
ぬ
ま
に
ご

が
ん
ど
う
遊
せ
、
上
江
う
つ
だ
へ
官
位
を
／
は
ぎ
、
るル

人
と
な
し
て
然
る
べ
し
」
と
申
け
る
。
母
上
ハ
／
涙
を
な
が
し
、「
ゑ
ゝ
、
あ
さ
ま
し
や
。
光
て

る
に
お
い
て
ハ
、
／
さ
や
う
の
あ
ぐ
心
有
物
な
ら
す
。
人
の
そ
ね
ミ
と
覚
江
／
た
り
。
又
、
若
き
物
な
れ
ハ
、
す
こ
し
の
と
が
の
有
と
て
（
14
ウ
）
も
、

兄
弟
ゐ
け
ん
を
く
わ
い
申
へ
し
。
仏
に
と
が
わ
あ
／
る
や
う
に
、
も
つ
だ
い
な
や
、
ゆ
る
し
た
ま
ゑ
」
と
手
合
、
仏
ヲ
／
そ
な
い
念
仏
し
て
ゐ
た
ま
い
ば
、

熊
丸
身
も
た
へ
／
腹
を
立
、「
聞
入
も
な
き
お
い
ぼ
れ
、
何
云
て
も
ば
り
／
あ
い
な
し
。
此
上
はハ

、
光
て
る
め
を
首
ね
ぢ
き
ら
ん
」
と
／
と
ひ
出
る
。「
の

ふ
、
か
な
し
や
。
御
ミ
ハ
天
魔
が
入
け
る
か
。
光
／
て
る
を
こ
ろ
さ
ん
よ
り
、
わ
ら
ハ
を
こ
ろ
せ
」
と
な
き
さ
げ
（
15
オ
）
ぶ
所
に
、
光
て
る
ハ
御
見

ま
い
に
来
ら
る
ゝ
。
熊
丸
／
き
つ
と
見
る
よ
り
も
、「
や
あ
、
おヲ

のノ

れ
め
待
だ
る
に
、
し
に
ゝ
来
ル
、
／
の
が
さ
じ
」
と
、
と
ん
で
か
ゞ
る
を
、
母
上
ハ

ミ
つ
て
る
に
、「
に
げ
よ
」
と
／
声
か
げ
る
。
光
て
る
、「
い
か
ゞ
わ
せ
ん
」
と
お
も
い
し
が
、
母
上
、
此
由
／
見
る
よ
り
、「
光
て
る
、
や
れ
迯
よ
」

ゆ
う
。「
い
や
、
我
う
だた

れ
ん
」
／
と
母
上
を
お
も
い
、
互
に
い
と
ひ
い
と
は
れ
し
。
あ
ぐ
き
や
ぐ
／
ぶ
道゙
の
く
ま
丸
ハ
、「
ゑ
ゝ
、
め
ん
ど
う
な
り
」

と
母
上
ヲ
引
（
15
ウ
）
よ
せ
、
二
力
（
マ
マ
）指

こ
ろ
す
。
光
て
る
、「
是
ハ
」
と
ぬ
ぎ
か
ざ
す
。
／
親
の
か
だ
ぎ
と
打
て
か
ゞ
る
。「
心
ゑ
だ
り
」
と
、
く
ま
丸
ハ
、
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／
大
刀
ふ
り
切
て
か
ゞ
り
、光
て
る
に
さ
ん
〳
〵
と
手
ヲ
お
わ
せ
、／
行
ゑ
も
し
ら
ず
落
て
行
。
光
て
る
、心
ハ
は
や
れ
共
、／
す
が
所
の
手
を
お
い
、「
む

ね
ん
や
な
。
お
の
れ
、
何
ぐ
ゑ
の
／
が
さ
ん
」
と
お
ぎ
あ
か
れ
ば
、
ど
う
と
伏
、
た
ぢ
を
さ
か
手
ニ
／
つ
き
な
が
ら
、「
ゑ
ゝ
口
惜
やヤ

」
と
、
い
か
る
心

を
力
に
て
、（
16
オ
）
よ
ろ
ぼ
い
な
か
ら
お
ふ
て
ゆ
ぐ
。
熊
丸
が
／
あ
ぐ
き
や
ぐ
、
に
ぐ
ま
ぬ
者
こ
そ
な
か
り
げ
る
。
／

　
　
　

三
た
ん
目
／

去
程
に
、
い
ろ
は
の
ま
へ
、
く
ま
丸
が
こ
と
ハ
わ
心
元
無
／
有
つ
る
ゆ
へ
、
只
事
な
ら
す
と
忍
び
出
、
や
ば
ん
斗
り
／
只
ひ
と
り
、
は
ゝ
の
や
が
た
に

行
た
ま
へ
ば
、
門
を
入
、
／
よ
ふ
け
人
も
し
づ
ま
り
、
つ
ま
と
〳
〵
わ
皆ミ
ナ

あ
ぎ
（
16
ウ
）
だ
り
。
母
上
の
お
ん
し
が
い
あ
げ
に
な
り
て
、
ふ
し
給
ふ
。

／
「
な
む
三
ぼ
う
」。
光
て
る
卿
の
う
わ
ぎ
おヲ

打
か
げ
、
太
刀
の
／
さ
や（
マ
マ
）に
そ
ま
つ
て
有
け
れ
バ
、
姫
君
お
と
ろ
ぎ
、「
扨
ハ
、
熊
丸
／
め
が
、
光
て
る

さ
ま
を
御
ら
う
ぼ
さ
ま
へ
、
あ
し
さ
ま
に
い
ゝ
なナ

し
、
／
そ
れ
を
誠
と
思
召
、
こ
ハ
ゐ
け
ん
な
さ
れ
し
を
、
若
げ
／
の
た
ん
ぎ
、
こ
ら
へ
な
ぐ
、
は
ゝ

う
へ
を
此
こ
と
ぐ
に
打
／
の
き
給
ふ
に
ま
き
れ
なナ

し
。
お
や
を
こ
ろ
し
て
（
17
オ
）
迯
給
ふ
共
、終つ
い

に
さ
が
し
出
さ
れ
て
、見
せ
し
め
に
／
あ
い
成
る
ハ
、

め
の
ま
へ
な
り
。
し
よ
せ
ん
水
か
ら
つ
ぐ
り
／
き
ぢ
が
い
と
也
、
わ
ら
ハ
が
打
し
と
も
て
な
さ
バ
、
人
こ
ろ
／
じ
と
て
我
を
が
い
し
、
つ
ま
の
な
ん
ハ

あ
ら
じ
ヲ
」
ト
／
し
あ
ん
を
定
、
か
ミ
な
し
ミ
だ
し
、
守
り
刀
ぬ
ぎ
／
給
ひ
、
老ろ
う

母
の
し
が
い
の
ち
を
ぬ
り
て
、
屏
風
障
子
／
打
た
ゞ
ぎ
、
さ
ま
〳
〵
物

に
く
る
ば
る
ゝ
。
つ
ぎ
ニ
ふ
し
た
る
（
17
ウ
）
女
房
立
、「
何
事
や
ら
ん
」
と
指
の
そ
ぎ
、「
の
ふ
、
お
ぞ
ろ
し
／
や
、
女
の
き
ち
が
い
来
り
、
御
ゐ
ん
き

ふ
様
を
か
い
せ
し
そ
や
」
／
と
声
立
る
。
下
人
共
お
と
ろ
き
、
ぼ
う
を
引
さ
げ
／
た
ゞ
ぎ
ふ
せ
、
た
が
て
の
縄
を
か
げ
に
け
る
。
姫
君
、
さ
れ
／
共
、

思
ひ
ま
ふ
け
し
事
な
れ
バ
、
心
ニ
ろ
（
マ
マ
）ま

ま
の
事
／
と
も
を
云
ち
ら
し
、
な
い
つ
笑
て
く
る
ハ
る
ゝ
。「
先
、
お
ん
／
兄
弟
の
御
方
へ
人
ヲ
は
し
ら
せ
よ
」

と
い
ふ
中
に
、「
お
（
18
オ
）
家
の
ち
じ
よ
ぐ
、
さ
だ
す
る
な
」。
人
屋
の
本
江
引
立
／
ゆ
ぐ
。
哀
也ナ
リ

け
る
次
第
な
り
。
か
ぐ
て
、
熊
丸
ハ
、
身
を
／
か

く
す
へ
ぎ
所
な
ぐ
、
師
匠
と
頼
む
さ
い
じ
の
し
ゆ
ひ
ん
／
の
も
と
ゑ
行
、
も
ん
あ
ら
げ
な
ぐ
た
ゝ
ぎ
、
僧
正
出
合
、
／
「
こ
ハ
、
あ
ハ
た
ゝ
し
ぎ
ふ
ぜ
い
、

き
つ
か
い
し
や
」
と
有
け
れ
バ
、
／
「
さ
ん
候
、
弟
光
て
る
が
、
悪
心
に
て
母
を
が
い
し
、
あ
ま
つ
／
さ
ゑ
我
を
も
追
か
け
来
る
也
。
万
事
頼
申
也
」。

（
18
ウ
）
し
ゆ
び
ん
由
を
聞
、「
光
て
る
是
へ
来
る
ご
ぞ
、
さ
ゆ
わ
い
／
な
り
」。
下
ろ
う
共
云
付
、「
打
ご
ろ
せ
」
と
件
（
マ
マ
）い

け
る
。
か
ぐ
と
／
わ
し
ら
て
、
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光
て
る
ハ
、
あ
け
に
そ
ミ
、
ち
刀
ふ
り
、
跡
を
／
お
ふ
て
来
り
し
が
、「
な
む
三
ぼ
う
、
見
失
ひ
し
。
今
迄
が
／
げ
の
見
ゑ
け
る
が
」
と
、
し
ゆ
び
ん
が

も
ん
に
て
手
を
、
（
マ
マ
）「

某
／
わ
親
の
敵
を
追
か
け（
マ
マ
）者

也
が
、
い
ぎ
き
れ
て
候
へ
ば
、
水
一
ツ
」
と
／
よ
バ
ゝ
り
け
る
。
下
人
共
聞
よ
り
、「
我ア
レ
ウ
チ打

取
ら
ん
」

と
あ
ら
（
19
オ
）
そ
ふ
所
に
、
空
海
通
り
合
見
給
ば
、
便
せ
ん
せ
し
／
藤
原
光
て
る
な
り
。
は
つ
と
思
召
、
見
し
ら
ぬ
顔
に
て
、
／
「
御
出
家
立
、
定

め
て
此
者
と
が
人
な
ら
め
、
ミ
す
て
ハ
／
通
ら
れ
す
。
愚
僧
に
命
給
ハ
れ
や
」。
下
僧
共
聞
よ
り
も
、
／
「
重ザ

い
さ
（
マ
マ
）云

、
僧
正
よ
り
仰
な
れ
ば
、
叶
は

ぬ
也
」。「
去
乍
僧
正
／
も
御
出
家
、
人
を
た
す
げ
て
、
お
ぢ
と
に
バ
な
ら
じ
」
と
の
／
給
ふ
中
に
も
、
老
僧
つ
ゝ
ど
出
、「
わ
僧
ハ
空
海
よ
（
19
ウ
）
な
。

い
ら
ざ
る
所
に
り
ぎ
ミ
立
。
た
す
け
ぬ
時
ハ
い
か
に
」。
／
「
お
ゝ
、
其
時
ハ
、
ぐ
僧
が
あ
い
て
よ
」。「
し
て
、
あ
い
て
に
な
ら
ん
／
に
、
む
と
う
に

て
ハ
い
が
に
」。
く
う
が
い
打
笑
い
て
、「
我
し
う
／
に
ハ
あ
ぢ
一
ど
う
と
て
、
此
む
ね
に
有
。
い
が
に
若
物
、
／
我
が
で
し
に
す
る
上
ハ
、
心
や
すす

ぐ

思
ゑ
や
」
と
、
衣
の
す
そ
／
を
打
が
け
、
さ
あ
ら
ぬ
て
い
に
ミ
へ
給
ふ
。
し
ゆ
び
ん
い
／
か
つ
て
、
空
海
共
に
打
取
ん
と
、
が
う
ま
の
り
釼
を
打
付

（
20
オ
）
れ
ば
、
ふ
し
ぎ
や
、
こ
ぐ
ふ
に
龍
あ
ら
わ
れ
、
釼
に
と
び
付
、
／
切
さサ

ぎ
く
わ
へ
ま
い
だ
り
け
り
。
く
り
か
ら
ふ
ど
う
、
是
な
ら
ん
。
／
し

ゆ
ひ
ん
を
初
、
悪
僧
共
、「
お
そ
ろ
し
や
」
と
迯
入
ば
、
／
龍
ハ
く
も
ゑ
に
よ
ぢ
の
ほ
る
。「
お
ゝ
、
さ
も
さ
ふ
づ
〳
〵
」
と
／
光
て
るル

を
友
な
い
て
、「
ミ

つ
法
を
さ
づ
け
ん
」
と
打
つ
れ
、
／
か
う
や
山
ゑ
の
ぼ
ら
る
ゝ
。
是
ハ
扨
置
、
い
ろ
は
の
前
、
／
川
村
き
ん
ご
に
あ
づ
げ
ら
れ
、
あ
や
し
の
ろ
う
に
而

（
20
ウ
）
お
し
こ
め
ら
れ
、明
暮
に
、く
う
か
い
よ
り
さ
づ
か
り
し
諸
仏
／
ぼ
さ
つ
の
真□
イ
ト言

を
、毎
日
一
万
べ
ん
光
明
真し
ん

言□
う

を
と
／
な
い
、「
け
ふ
や
打
る
ゝ
、

あ
す
や
さ
い
ご
」
と
思
ひ
ね
の
、
／
「
光
て
る
の
行
ゑ
、
い
が
に
」
と
おヲ

ぼ
つ
が
な
ぐ
、
き
ん
五
ふ
う
／
ふ
が
い
た
ハ
り
て
、
窂
の
そ
と
に
立
よ
り
、「
誠

に
人
お
ふ
ぎ
に
、
某
／
が
預
り
、
う
き
め
を
見
せ
参
ら
す
る
事
、
せ
び
な
ぐ
／
候
。
我わ
た
ぐ
し義

よ
う
少
の
時
、
お
ふ
ぢ
秋
よ
り
公
に
召
つ
か
わ
れ
候
。（
21
オ
）

其
い
に
し
ゑ
を
存
れ
ば
、
正
マ
サ
シ
ク

し
ぐ
お
ん
主
す
ぢ
、
身
に
か
へ
て
／
た
す
げ
参
ら
せ
ん
と
存
ず
れ
ど
、
お
と
が
め
か
う
む
り
し
わ
、
／
近
日
し
ざ
い
と
の

御
事
也
。
思
召
事
候
は
ゞ
、
夫
婦
に
仰
付
ら
／
ら
（
マ
マ
）れ
ヨ
」
と
、
泪
ヲ
な
が
し
申
け
る
。
姫
君
も
涙
に
暮
、「
御
／
ふ
う
ぶ
の
お
ん
情
、
い
つ
の
よ
に
が
ハ

忘わ
す

る
へ
き
」
と
、
守
り
／
袋
よ
り
巻
物
一
く
わ
ん
取
出
し
、「
是
ハ
、
空
海
御
伝
受
の
／
い
ろ
は
が
な
云
物
也
。
そ
れ
、
わ
国
の
万
よ
うの

か
な
、（
21
ウ
）

女
共
習
ひ
ゑ
す
、
一
生
む
ひ
つ
に
て
く
ら
す
ゆ
へ
、
く
う
が
い
／
是
を
か
な
し
ミ
給
ひ
、
八
万
よ
経
の
其
中
に
、
ぼ
ん
し
ヲ
／
か
ん
じ
、
わ
じ
、
天
じ
、
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一
百
お
ぐ
の
ぼ
ん
じ
を
か
ん
が
い
、
四
十
七
／
ゑ
ら
ミ
つ
ゝ
、
ま
つ
せ
の
宝
と
な
し
給
ふ
。
人
の
五
ゐ
ん
ハ
お
ふ
け
れ
／
と
、
四
十
七
字
の
外
ハ
な
し
。

先マ
ツ

命
（
マ
マ
）ハ

二
天
、
父
母
、
く
わ
ご
、
／
ミ
ら
い
に
も
た
と
へ
た
り
。
又
、
日
月
、
こ
ん
だ
い
両
ぶ
／
大
日
如
来
、
其
外
一
字
一
て
ん
に
も
、
皆ミ
ナ

、
仏
た

い
ヲ
ひ
や
う
す
也
。（
22
オ
）
い
ろ
は
よ
り
よ
ミ
出
し
、
ゑ
ひ
も
せ
す
迄
よ
ミ
終
、
む
せ
う
／
を
し
め
す
さ
と
り
の
哥
、
仁
義
五
常
生か
う

死せ

ぼ
だ
い
、
皆
、

此
／
中
に
こ
も
り
た
り
。
よ
ぐ
習
ひ
ゑ
て
、
し
そ
ん
に
伝
へ
よ
」。
／
涙（
マ
マ
）
ヲ
な
か
ら
に
渡
さ
る
ゝ
。
夫
婦
あ
つ
と
お
し
い
だ
だ
ぎ
、
／
か
ん
る
い
袖
を
ぞ

し
ぼ
り
け
る
。
此
時
よ
り
今
の
世
に
い
だ
／
る
ま
て
、
し
ら
ぬ
人
な
ぎ
い
ろ
は
の
ミ
ぢ
、
や
ミ
を
て
ら
／
せ
る
ぢ
（
マ
マ
）や

か
う
玉
、
め
て
た
ぎ
宝
の
始
と
か
や
。

き
ん
こ
ふ
（
22
ウ
）
夫
婦
下
さ
れ
け
る
。
見
る
き
ぐ
人
も
お
し
な
べ
て
、
／
あ
つ
と
か
ん
す
る
は
か
り
な
り
。
／

　
　
　

四
た
ん
目
／

か
く
で
、
川
村
金
子
バ
女
房
を
か
た
わ
ら
に
ま
ね
き
、「
あ
の
／
姫
君
ハ
、
人
間
に
て
わ
お
わ
す
ま
じ
」。
女
房
き
ゞ
て
、「
け
に
や
、
水
／
か
ら
が
現
世
、

ミ
ら
い
の
し
せ
う
ぞ
や
。
師
匠
の
お
ん
有
故
／
に
、
親
の
お
ん
お
も
しし

る
と
か
や
。
ミ
ち
を
な
ら
ひ
て
、
道
ヲ
（
23
オ
）
立
ず
ハ
、
ち
ぐ
る
い
な
り
。

其
の
上
、
お
ん
身
の
御
し
う
ノ
／
筋
、
何
と
ぞ
た
す
げ
参
ら
せミ
ウん

」。
金
五
聞
で
、「
我
も
さ
／
や
う
に
思
ふ
な
り
。
さ
あ
ら
バ
、
お
と
し
も
ふ
し
、
我
々

夫
婦
／
も
跡ア
ト

よ
り
、
何
方
ゑ
も
立
の
か
ん
」。「
い
や
〳
〵
姫
君
、
我
々
が
／
身
の
な
ん
ぎ
お
さ
つ
ぢ
、
よ
も
『
お
ぢ
ん
』
と
わ
の
給
ふ
ま
ぢ
。
／
す
が

し
で
お
と
し
申
べ
し
」。
ろ
う
の
戸
び
ら
ヲ
お
し
／
あ
げ
バ
、「
扨
有
か
だ
ぎ
御（

マ

マ

）

じ
ん
ご
て
せ
う
、
生
々
世
ノ々

（
23
ウ
）
此
御
お
ん
、
何
ど
ぞ
し
て
お
く

ら
ん
。
此
へ
ん
れ
い
に
、
三
日
／
が
内
に
い
と
ま
を
申
也
。
い
か
成
寺
ゑ
も
参
ら
せ
ら
れ
、
／
御
さ
い
ご
の
ら
い
か
う
を
頼
ミ
給
へ
」
と
云
け
る
が
、

姫
君
悦
び
、
／
「
然
ら
ハ
頼
申
也
」
と
、
き
ぬ
ヲ
引
か
づ
ぎ
、
表
を
指
て
出
給
ふ
。
／
夫
婦
ハ
跡
を
見
送
り
、「
さ
あ
、
何
方
ゑ
お
ぢ
ゆ
か
ん
」
と
い
ふ

／
所
へ
、
こ
ぐ
や
の
と
ね
り
大
音
上
、「
い
ろ
は
の
前
の
さ
い
ご
な
り
。
／
姫
を
引
て
渡
さ
れ
よ
」。
金
五
、
は
つ
と
あ
ぐ
みミ

、「
今
ハ
は
や
（
24
オ
）

是
迄
」
と
、
す
て
に
じヂ

が
い
と
見
ゑ
し
を
、
女
房
取
付
て
、
／
「
金
五
殿
、
と
て
も
し
ぬべき
命
な
り
。
見
し
る
者
も
有
ま
／
ぢ
。
わ
ら
バ
をヲ

か
ら
め
、

渡
さ
れ
よ
。
い
か
に
〳
〵
」
と
云
け
れ
ば
、
／
「
ゑ
ゝ
、
男
に
ま
さ
る
我
妻
よ
」
と
、
刀
（
マ
マ
）及

は
ず
、
女
ぼ
う
に
縄
／
打
か
げ
、
め
を
お
し
の
ご
い
跡
に
付
、

け
い
ご
に
ま
じ
わ
り
、
引
ハ
／
渡
ハ
、
め
も
あ
て
ら
れ
ぬ
計
な
り
。
た
刀
取
判
官
も
り
／
定
、
六
条（
マ
マ
）原

に
出
向
ひ
、
大
ま
ぐ
打
せ
、
か
き
ゆ
わ
せ
、
兵
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ぐ
ひ
つ
（
24
ウ
）
し
と
立
な
ら
べ
、「
め
し
う
ど
お
そ
し
」
と
待マ
チ

ゐ
だ
り
。
か
く
て
、
／
か
ぐ
ど
ハ
し
ら
で
、
い
ろ
は
の
前
此
所
を
と
お
り
け
る
か
、
も

り
／
定
是
ヲ
見
て
、「
ら
う
せ
ぎ
物
、
の
が
ず
な
よ
。
し
ら
ぬ
事
ハ
あ
／
り
つ
ら
ん
。
け
ふ
ハ
、
い
ろ
は
の
ま
い
と
云
と
が
人
の
、
せ
い
ば
い
／
の
に
わ

成
に
、
ゑ
ん
り
ふ
な
ぐ
ふ
ミ
こ
む
ハ
、
い
が
様サ
マ

く
せ
物
。
／
な
の
れ
」。
姫
君
は
つ
と
思
召
、「
な
の
り
て
や
よ
か
ら
ん
、
な
の
／
ら
ん
と（

マ

マ

）

や
か
ご
ぜ
ん
。

い
や
、
ち
ん
じ
て
も
、
金
五
か
た
め
あ
（
25
オ
）
し
が
り
な
ん
」
と
思
召
、「
い
や
是
、
の
ふ
、
か
だ
〳
〵
、
何
と
ぞ
／
の
が
れ
は
や
と
、
ろ
う
ハ
し

の
び
出
け
れ
ど
、
つ
ミ
の
が
れ
ん
、
／
浅
ま
し
や
。
我
社□

ハ
、
い
ろ
は
の
ま
い
ぞ
や
」。「
扨
ハ
、
金
五
が
ゆ
／
だ
ん
じ
て
、
取
に
が
し
て
有
け
る
よ
。

そ
れ
、
か
ら
め
よ
」
と
、
／
縄
を
か
け
引
す
ゑ
る
。
人
の
命
に
替
り
行
金
五
ハ
、
そ
バ
／
を
は
な
れ（
マ
マ
）
ヲ
ゑ
す
、
さ
い
ご
の
な
ご
り
お
し
め
共
、
互
に
人

め
／
忍
び
つ
ゝ
、
め
を
見
合
す
る
計
也
。「
こ
の
ご
ろ
辻
〳
〵
に
て
（
25
ウ
）
人
を
こ
ろ
せ
し
と
が
人
」
と
、
た
か
ら
か
に
よ
ば
ハ
り
て
、
や
り
／
長

刀
の
日
に
か
ゝ
や
ぎ
、
人
立
あ
ま
だ
見
ゑ
け
れ
ば
、「
も
は
や
／
さ
い
こ
近
付
ぐ
」
ど
、
な
ミ
だ
な
か
ら
に
、
六
条
の
か
わ
ら
の
お
も
／
て
に
付
げ
る
。

判
官
森
定
ハ
、
金
五
を
待
が
ね
出
向
ひ
、「
是
々
／
わ
ど
の
わ
取
に
が
し
た
る
い
ろ
はバ

の
ま
い
、
某
か
ら
め
取
だ
也
」。
／
金
五
、
は
つ
ど
お
ど
ろ
ぎ
し
が
、

む
ね
ヲ
し
づ
め
て
、「
や
あ
、
／
是
ハ
先
、
御
べ
ん
、
い
ろ
は
の
前
見
し
り
給
ふ
」
と
と
ゑ
ば
、（
26
オ
）「
い
や
、
顔
ハ
見
し
ら
ず
（
マ
マ
）ね

ど
、
我
身
よ
り
な

の
る
か
ら
ハ
、
い
ろ
は
／
の
前
に
に
（
マ
マ
）ま
か
い
な
し
」。「
そ
れ
ハ
、
其
方
の
そ
ご
つ
な
り
。
外
よ
り
百
万
人
／
な
の
る
共
、
い
ろ
は
の
前
ハ
只
壱
人
。
是
、

ミ
ら
れ
よ
」
と
引
出
ず
。
森
／
定
き
も
お
げ
し
、「
し
て
、
其
方
が
、
ぢ
つ
ぜ
う
い
ろ
は
の
前
が
」。「
い
や
、
／
そ
で
な
き
物
が
と
が
人
ど
て
、
諸
人

に
お
も
て
お
さ
ら
す
へ
ぎ
／
が
。
近
頃
そ
さ
う
な
人
か
な
」
ど
、
あ
さ
笑
て
の
給
へ
ば
、「
そ
れ
も
／
三サ

ふ
、
し
か
ど
い
ろ
は
の
前
が
」。「
ば
て
、
く

ど
ゑ
事
。
我
と
な
の
り
（
26
ウ
）
出
る
う
へ
ハ
」
と
の
給
ふ
。
森
定
聞
て
、「
し
ふ
せ
ん
両
人
共
に
／
せ
い
は
い
」
ど
、
貮
人
一
所
に
引
出
ず
。
顔
と

〳
〵
見
合
、「
是
ハ
」
と
／
い
ふ
て
、
泪
に
暮
。
し
ば
し
き
へ
入
な
げ
が
る
ゝ
。
さ
れ
共
、「
人
に
／
さ
と
ら
れ
て
ハ
か
な
わ
し
」
と
、「
誠
に
汝
ハ
、
幼ハ
シ
メ

よ
り
の
由
ミ
／
と
て
、
主
の
命
に
替
ら
ん
と
ハ
、
し
ほ
らラ

し
や
と
、
い
か
に
／
太
刀
取
殿
、
水
か
ら
ご
そ
ハ
い
ろ
は
の
ま
い
」
と
、
互
に
論
／
ひ
給
ひ

け
る
。
太
刀
取
、
今
ハ
あ
き
れ
ば
て
ゐ
だ
り
（
27
オ
）
け
る
。
金
五
し
あ
ん
じ
、「
是
々
森
定
、
と
が
人
ハ
某
が
預
り
／
し
。
い
せ
ん
の
女
を
た
す
げ
よ
」

と
、
立
よ
り
な
わ
お
と
か
ん
と
す
。
／
「
や
れ
ま
て
、
金
五
。
此
両
人
く
せ
物
に
極
り
た
り
。
貮
人
一
度
に
／
か
い
す
べ
し
。
汝
、
其
女
切
。
我
れ
ハ
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か
れ
を
打
べ
し
」。「
お
ゝ
／
尤
」
と
刀
ヲ
ぬ
き
、
森
定
姫
の
後
ニ
廻
り
、
金
五
ハ
つ
ま
の
後
ろ
／
に
立
、「
さ
あ
今
な
り
」
と
ふ
り
上
、
森
定
が
両
手
ヲ
切
、

か
へ
す
／
刀
な
に
て
首
打
お
ろ
し
、
け
い
ご
の
者
共
お
つ
ち
ら
し
（
27
ウ
）
人
々
の
縄
ヲ
お
し
ぎ
り
、
い
ろ
は
の
前
を
方
（
マ
マ
）に

か
げ
、
つ
ま
の
手
ヲ
／
引
、

落
行
げ
る
。
か
の
た
ま
よ
が
は
だ
ら
き
お
、
か
ん
せ
ぬ
物
／
こ
ぞ
な
か
り
け
り
。
／

　
　
　

五
段
目
／

去
程
に
、
川
村
金
五
ハ
姫
君
諸
共
、
は
ん
に
や
寺
の
か
だ
わ
／
ら
に
し
ば
ら
ぐ
し
の
び
い
だ
り
げ
る
。
姫
君
の
給
ふ
ハ
、「
誠
に
／
夫
婦
の
な
さ
げ
に
て
、

あ
や
う
き
命
ヲ
た
す
か
れ
共
、（
28
オ
）
光
て
る
殿
に
あ
わ
ぬ
ま
わ
、い
ぎ
て
居
が
い
ざ
ら
に
な
し
。
と
て
も
／
情
に
お
ん
行
末
尋
だ
ぎ
」
よ
し
の
給
へ
ば
、

金
五
承
り
、「
我
も
さ
／
用
に
存
る
也
。
只
御
と
ん
せ
い
と
の
ミ
、御
在
所
ハ
し
れ
す
。
去
乍
か
ら
、／
や
山
こ
ぞ
心
に
ぐ
し
。
あ
れ
ゑ
御
供ト
モ

申
さ
ん
」
と
、

女
房
諸
共
に
／
姫
君
の
御
供
し
、
よ
わ
に
ま
ぎ
れ
て
出
給
ふ
。
た
と
り
〳
〵
て
、
／
今
ハ
わ
や
か
う
や
の
山
に
付
給
ふ
。
い
た
わ
し
や
、
姫
君
ハ
／
な

あ（
マ
マ
）ぬ

た
び
の
つ
か
れ
が
や
、「
あ
ら
く
る
し
や
」
と
の
給
ふ
ヲ
、（
28
ウ
）
夫
婦
お
と
ろ
ぎ
、
さ
ま
〳
〵
と
い
だ
わ
り
て
、
頼
も
し
や
、
か
ゝ
る
所
へ
／

山
人
共
、
打
つ
れ
て
通
り
け
り
。
金
五
見
て
、「
の
ふ
、
此
山
に
今
、
／
と
う
し
ん
の
あ
ん
じ
つ
を
し
ろ
し
め
さ
バ
、
お
し
ゑ
て
た
べ
や
」。
／
山
人
聞
て
、

「
た
う
ざ
ん
ゑ
ほ
ふ
し
の
上
る
事
ハ
、
か
す
し
／
れ
す
。
女
人
け
つ
か
い
の
地
な
れ
ば
、
か
だ
〳
〵
の
ほ
る
事
叶
わ
ず
。
／
道
心
お
り
〳
〵
き
や
う
の

た
め
、
ふ
も
と
ゑ
下
ら
る
ゝ
事
も
あ
る
。
／
何
ほ
う
し
と
名
を
さ
サ
す
ハ
、
中
々
尋
あ
い
が
た
し
」
と
語
り
（
29
オ
）
す
て
返
り
け
る
。
姫
君
、
い
き

の
下
よ
り
も
、「
夫
婦
の
人
々
、
／
か
ぐ
迄
尋
廻
れ
共
、
御
行
ゑ
し
れ
ぬ
な
り
。
此
お
山
へ
ハ
、
／
女
を
い
と
ひ
給
ふ
と
や
。
然
ら
ハ
、
此
山
に
ま
し

ま
す
共
、
／
あ
ふ
事
ハ
叶
ふ
ま
じ
。
此
上
、
水
か
ら
た
す
か
ら
ん
や
ま
ふ
と
ハ
／
お
も
わ
れ
ず
」
と
の
給
ふ
声
も
よ
わ
り
ば
て
、
頼
ミ
方
な
ふ
／
見
ゑ

げ
る
。
し
が
る
所
に
、
は
だ
ぢ
あ
ま
り
の
若
僧
、
行
／
に
や
つ
れ
じ
姿
に
て
、
ふ
ぐ
の
さ
わ
お
は
ん
に
や
さ
ゝ
げ
（
29
ウ
）
来
り
け
り
。
金
五
が
つ
ま

ハ
立
よ
り
、「
扨
も
と
う
と
や
、
御
僧
様
。
／
近
頃
、
そ
つ
ち
な
か
ら
、
御
年
ば
い
か
つ
か
う
の
さ
も
有
べ
ぐ
と
／
見
ゑ
給
ふ
。
若ワ
カ

中
納
言
光
て
る
さ

ま
に
て
候
わ
ぬ
が
」。
入
道
は
つ
／
と
思エせ
し
が
、さ
ら
ぬ
て
い
に
て
、「
い
や
、我
ハ
さ
や
う
の
物
ニ
て
／
な
し
。
先
、そ
れ
ハ
何
の
為
の
お
尋
そ
や
」。「
い

や
、
其ノ

光
て
る
様
／
古゙
々
（
マ
マ
）一

夜
の
か
り
枕
、
二
世
迄
の
御
け
い
や
ぐ
候
ら
い
し
、
い
ろ
は
／
の
前
と
申
女
ら
う
也
。
妻
の
行
へ
を
な
つ
が
し
ぐ
、
我
々
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是
迄
ニ
（
30
オ
）
御
供
致
し
候
。
た
び
の
つ
か
れ
と
恋
風
に
、
今
を
か
き
り
に
／
ま
し
ま
す
な
り
。
哀
、
光
て
る
様
御
存
な
ら
ば
、
お
し
へ
給タ
マ

／
わ
れ
」

と
云
け
る
。
入
道
し
ば
し
涙
ぐ
ミ
し
、「
や
れ
、
も
つ
だ
い
わ
／
な
し
。
ま
□
ふ
た
り
」。「
扨
、
哀
成
心
指
。
ぐ
僧
も
思
わ
ず
／
ら
ぐ
る
い
致
し
候
よ
。

夫
に
付
、
其
光
て
る
ハ
、
し
ふ
願
有
て
／
熊
野
ゑ
引
こ
も
り
、
当
山
に
候
ハ
ず
。
当（
マ
マ
）の
な
ら
い
ニ
て
、
／
古
郷か
う

事
ハ
、
仏
の
せ
い
言
立
る
故
、
た
い
め
ん

ハ
叶
ふ
ま
じ
。（
30
ウ
）
と
ぐ
〳
〵
つ
れ
て
か
い
る
べ
し
」
と
の
給
ふ
（
マ
マ
）バ

、「
扨
も
せ
び
／
な
ぐ
候
な
り
。
あ
れ
、
御
ら
ん
ぜ
よ
」
と
、
ゆ
び
さ
す
方
を

／
見
給
ふ
に
、
笠
を
な
ら
べ
て
風
ふ
せ
ぎ
、
金
五
が
ひ
ざ
ヲ
／
枕
と
し
て
、
今
を
さ
い
ご
と
ミ
へ
け
る
也
。
皆
、
我
故
と
思
ふ
／
に
ぞ
、「
い
ぞ
き
な
の

り
で
き
か
せ
ん
」
と（
マ
マ
）、「
爰
ハ
大
事
、
見
す
／
て
ゝ
か
へ
ら
ふ
が
。
い
や
、
此
ま
ゝ
し
な
せ
て
ハ
、
ら
い
せ
の
ま
よ
／
ゑ
も
ふ
び
ん
な
り
。
せ
め
て
ま

つ
こ
の
水
な
り
共
あ
だ
へ
、（
31
オ
）
三
づ
の
や
ミ
を
てテ

ら（
マ
マ
）は
や
」
と
思
召
、「
さ
い
わ
い
是
に
、
お
ぐ
の
／
か
ずぢ

地
じ
や
を
持
合
た
り
。
り
ん
じ
う
に

此
ど
し
や
を
口（
マ
マ
）入
／
れ
ば
、
三
悪
道
を
ま
ぬ
か
れ
ん
か
ま
ぬ
か
る
ゝ
」。
立
よ
つ
て
／
見
給マ
ト

に
、
互
に
深
ぐ
ち
ぎ
り
し
顔
は
せ
に
、
あ
ゝ
扨
昔
ヲ
／
思

わ
れ
て
、
先
立
物
ハ
涙
成
り
。
や
う
〳
〵
心
ヲ
取
直
し
、
し
と
や
が
／
に
と
し
や
を
ふ
ぐ
ミ
、
衣
の
袖
に
水
を
し
め
し
、
口
に
入
し
。
／
「
是
でデ

い
も

せ
の
ま
つ
ご
の
水
、
ら
い
せ
ハ
一
れ
ん
た
ぐ
（
31
ウ
）
せ
う
」
ど
く
わ
ん
念
あ
れ
バ
、
ふ
し
ぎ
や
な
、
夫
婦
の
お
ん
／
あ
い
一
し
ん
に
や
つ
う
じ
げ
ん
、

姫
君
か
つ
ば
と
を
ぎ
、「
ま
さ
し
／
ぐ
つ
ま
の
光
て
る
さ
ま
に
あ
ふ
と
見
し
わ
、
夢
な
ら
す
。
是
／
ぞ
恋
し
の
我
つ
ま
よ
」。
い
た
ぎ
つ
が
ん
と
し
給
ふ

を
ふ
り
／
は
な
し
、
迯
給
ふ
。
人
々
、
是
ハ
と
け
ふ
さ
め
て
、
よ
べ
と
さ
け
べ
と
／
か
い
ぞ
な
ぎ
。
姫
君
、
今
ハ
思
ひ
切
た
る
け
し
き
に
て
、
前
成
谷

／
ゑ
と
び
入
給
へ
ば
、
金
五
夫
婦
ふ
た
り
、「
い
が
に
」（
マ
マ
）と

り
付
、
う（
マ
マ
）（

32
オ
）
た
い
で
な
ぐ
所
に
、
空
海
、
此
由
聞
付
給
ひ
、
光
て
る
／
諸
共
さ
ん

げ
有
し
が
、
姫
の
て
い
お
御
ら
ん
し
て
、「
我
山
に
／
て
じ
や
心
（
マ
マ
）す

る
事
、
た
め
し
な
し
。
出
〳
〵
た
す
げ
ゑ
／
さ
せ
ん
」
ど
、
つ
ゝ
出
谷
江
と
び
給
へ
ば
、

有
か
だ
や
、
谷
ぞ
ご
／
よ
り
れ
ん
ゑ
う
お
へ
出
、
空
海
ヲ
す
ぐ
い
上
、
姫
ハ
く
ざ
（
マ
マ
）に
取
付
／
て
、
う
か
み
給
ふ
ぞ
、
ふ
し
ぎ
な
り
。
空
海
、
ゐ
ん
ミ
や

う
／
を
む
す
ん
で
、「
い
が
に
汝
ら
一
心
せ
う
〳
〵
成
故
、
心
の
（
32
ウ
）
は
ぢ
す
お
い
出
て
、
姫
が
命
す
く
ふ
た
り
。
急
都
へ
の
／
ほ
れ
よ
。
空
海

も
此
ま
ゝ
、
姫
を
都
へ
と
も
な
ふ
也
」
と
の
／
給
ふ
内
に
、
れ
ん
ゑ
う
ハ
、
お
の
れ
と
こ
く
ふ
へ
ま
い
上
る
。
／
せ
す
（
マ
マ
）な

都
ゑ
飛
行
あ
る
。
さ
い
ぢ
の

し
ゆ
び
ん
是
を
見
／
付
、「
や
あ
空
海
、
汝
、
正
ぼ
う
な
ら
ず
、
ま
ほ
う
成
故
、
／
八
き
や
ぐ
の
ざ
い
人
ヲ
か
た
ふ
ど
し
、
と
も
に
な
ら
ぐ
ゑ
／
し
づ
む
。
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浅
ま
し
や
」。
空
海
笑
て
、「
つ
ミ
有
衆
生
を
（
33
オ
）
す
ぐ
バ
ず
し
て
、
わ
僧
ハ
何
を
す
ぐ
ふ
」。
し
ゆ
び
ん
聞
／
て
、「
出
、
其
女
ヲ
お
と
し
てテ

見
せ
ん
」

と
、
九
字
ヲ
切
か
げ
／
け
る
。
は
つ
（
マ
マ
）す

、
中
よ
り
ほ
つ
ぎ
と
お
れ
、
姫
ハ
大
地
に
お
／
ぢ
給
ふ
。
し
ゆ
び
ん
が
弟
子
共
、
手
ヲ
た
ゝ
き
笑
ひ
／
け
る
。
空

海
さ
わ
が
す
、「
ふ
ぐ
ふ
せ
う
ふ
げ
ん
」
と
、
下
也
／
姫
ヲ
ま
ね
き
給
へ
ば
、
は
ち
す
の
く
ぎ
よ
り
、
五
色
／
の
糸
、
雨
の
ご
ど
ぐ
に
く
り
出
ず
。
姫
ハ
、

は
す
糸
ニ
て
（
33
ウ
）
く
り
、
く
り
上
〳
〵
上
ら
る
ゝ
。
元
の
ご
と
ぐ
空
海
わ
、
／
風
に
ま
か
せ
て
ふ
ハ
〳
〵
と
、
三
後
（
マ
マ
）松

の
松
か
げ
に
、
／
程
な
ぐ

お
り
さ
せ
給
ひ
け
る
。
／

　
　
　

六
段
目
お
わ
り
な（
マ
マ
）
り
だ
ん
／

藤
原
の
熊
丸
ハ
、
し
ゆ
ひヒ

ん
僧
正
に
か
く
ま
ハ
れ
年
月
／
を
送
り
し
が
、
弟
光
て
る
、
い
ろ
は
の
前
、
空
海
の
御サ

ひヒ

け
い
／
に
て
御
前し

申か
う

を□さ
る
由
、

大
き
に
おヲ

ど
ろ
き
、
僧
正
の
（
34
オ
）
前
に
出
、
い
ろ
〳
〵
と
た
ん
か
う
ず
。
し
ゆ
び
ん
聞
て
、
／
「
く
つ
き
や
う
の
事
、
近
年
、
天
下
か
ん
は
つ
に
付
、

空
／
海
と
某
に
雨
の
い
の
り
お
ち（
マ
マ
）ぐ

で
う
有
。
則
、
／
ら
し
や
う
門
の
東
西
に
で
、
行
力
ヲ
く
ら
ふ
る
也
。
／
空
海
ハ
、
雨
を
い
の
ら
ん
。
某
ハ
、
光

て
る
ふ
う
ふ
と
く
う
／
か
い
ヲ
て
う
ぶ
ぐ
せ
ん
」。「
此
ぎ
尤
。
こ
な
だ
へ
」
と
、
お
ぐ
（
34
ウ
）
ゑ
入
に
け
る
。
程
な
ぐ
日
げ
ん
極
ま
つ
て
、
と
う
じ

／
の
空
海
、
さ
い
ち
（
マ
マ
）の
し
ゆ
び
ん
、
六
ゐ
ハ
し
つ
か
う
し
つ
／
か
い
し
、
ぜ
ん
ぐ
の
と
う
じ
拾
貮
人
、
ゐ
き
を
だ
だ
し
て
／
れ
き
座
有
。
し
ゆ
び
ん
ハ
、

だ
ん
せ
う
に
向
ひ
、
し
ゆ
そ
／
の
ゐ
ん
を
む
す
び
け
る
。
空
海
ハ
、
由
を
御
覧
し
（
マ
マ
）す

る（
マ
マ
）、

／
ゐ
ん
ミ
や
う
の
く
わ
ん
念
こ
ど
〳
〵
ぐ
い
（
マ
マ
）か

い
た
り
。「
扨

ハ
、
き
や
（
35
オ
）
つ
め
ハ
、
此
す
ぎ
に
我
を
て
う
ふ
ぐ
す
る
と
ミ
へ
だ
り
。
／
お
の
れ
が
ほ
う
力
に
ま
ぐ
へ
ぎ
が
」。
俄
に
く
わ
ん
念
／
改
、
こ
し

ん
の
ゐ
ん
ヲ
む
す
び
、
五
大
そ
ん
の
ほ
う
を
せ
め
／
か
け
て
い
の
ら
る
ゝ
。
し
ゆ
び
ん
ハ
、
一
ぢ
さ
（
マ
マ
）ん

り
ん
の
法
、
／
「
我
お
ぐ
れ
じ
」
と
せ
めめ

か
け

ら
る
。
元
よ
り
両
僧
ハ
、
／
両
よ
ぐ
こ
か
ぐ
の
行
者
な
り
。
辰
の
こ
ぐ
よ
り
午
の
（
35
ウ
）
こ
ぐ
迄
、
れ
い
、
し
や
ぐ
ぢ
や
う
ハ
雲く
も

に
ひ
ゞ
ぎ
、
た
ん

せ
う
に
／
火
ゑ
ん
を
吹
、
こ
ま
の
け
む
り
ハ
こ
ぐ
ふ
に
た
な
ひ
ぎ
、
／
せ
め
が
げ
〳
〵
い
の
ら
る
ゝ
。
ゐ（
マ
マ
）ん
だ
ゐ
じ
ひ
の
明
王
、
／
あ
ま
り
に
つ
よ
ぐ

い
の
ら
れ
て
、
し
ゆ
び
ん
の
だ
ん
／
に
わ
大
い
と
ぐ
明
王
、
空
海
の
だ
ん
に
ハ
か
う
さ
ん
／
世
明
王
、
光
り
を
は
なナ

つ
て
あ
ら
わ
れ
給
ひ
、（
36
オ
）

大
ひ
の
弓
に
ち
ゑ
の
矢
を
は
め
、
指
つ
め
〳
〵
い
り
／
給
へ
と
、
此
矢
、
中
に
て
矢
じ
り
〳
〵
と
引
あ
た
り
、
／
ミミ

ぢ
ん
と
成
て
く
た
げ
け
る
。
く
わ
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ん
白は
く

御
ら
ん
じ
、
／
「
双
方
、
き
ね
ん
を
や
め
ら
れ
よ
。
扨
、
方
々
ハ
、
大
ほ
う
／
じ
の
雨
ハ
一
て
ぎ
も
ふ
ら
す
。
天
地
の
し
ん
ど
う
／
た
ゞ
事
な
ら
ず
。

さ
つ
す
る
に
、
両
僧
の
い
せ
い
（
36
ウ
）
あ
ら
そ
い
、
雨
の
い
の
り
ハ
よ
そ
に
な
り
、
か
ま
ん
の
／
し
ゆ
そ
と
覚
ゑ
だ
り
。
私
の
い
の
り
を
や
め
、
と

ふ
雨
／
を
い
の
ら
れ
よ
」。
し
ゆ
び
ん
申
よ
ふ
、「
空
海
ハ
し
ら
す
、
／
わ
僧
に
お
ひ
て
ハ
、
た
ね
ん
な
ぐ
か
ぢ
致
申
せ
共
、
／
爰
に
き
の
毒と
ぐ

に
そ
ろ
、

先
年
、
熊
丸
の
母
を
こ
ろ
／
せ
し
い
ろ
は
の
前
、
同
光
て
る
入
道
を
、
空
海
の
方
に
（
37
オ
）
か
く
し
置
。
人
を
が
い
ぜ
し
八
逆
ざ
い
、
わ
う
し
や
う

の
地
に
／
す
む
故
、
り
う
ぢ
ん
な
ふ
じ
ゆ
な
し
。
急
キ
両
人
を
／
法カ
ク

の
こ
ど
く
お
こ
な
ハ
れ
ナ
バ
、
雨
ハ
早
速
ふ
り
申
さ
ん
」。
／
空
海
聞
召
、「
い
や
、

し
ゆ
び
ん
、
夫
ハ
此
方
よ
り
云
事
。
／
光
照
ふ
う
ふ
ハ
、
其
身
の
と
が
な
ぎ
故
、
い
か
に
も
ぐ
／
く
（
マ
マ
）僧
が
か
ぐ
ま
い
た
り
。
わ
僧
ハ
げ
ん
ざ
い
、
親
を

こ
ろ
せ
し
（
37
ウ
）
熊
丸
を
か
く
ま
い
お
ぐ
」。
し
ゆ
び
ん
聞
も
あ
ゑ
す
、
／
「
正マ
サ

し
く
い
ろ
は
が
が
い
し
だ
る
せ
う
こ
ハ
、
川
村
金
五
、二
心
／
に
て

太
刀
取
を
打
て
立
の
き
し
が
、
た
だ
し
、
熊
丸
が
／
打
た
る
せ
う
こ
や
有
」。「
お
ゝ
、
せ
う
こ
ハ
弟
光
て
る
よ
。
／
母
を
が
い
せ
し
時
、
光
て
る
に
も

手
お
お
ふ
せ
し
が
、
／
せ
う
こ
」。
く
わ
ん
白は
ぐ

の
給
ふ
ハ
、「
い
ろ
は
の
前
が
ざ
い
く
わヲ

の
（
38
オ
）
か
れ
か
だ
ぐ
（
マ
マ
）し

。
又
、
川
村
金
五
、
め
し
う
と
を

た
す
け
／
森
定
ヲ
打
し
ざ
い
、
光
て
る
ハ
兄
に
た
い
し
て
／
ふ
か
う
者
。
何
れ
も
同
ざ
い
だ
る
べ
し
。
そ
れ
〳
〵
」
と
／
の
御
て
う
成
。
抑
ち
ぐ
生
の

る
げ（
マ
マ
）と
は
、
と
が
人
の
い
せ
う
／
を
は
ぎ
、
べ
つ
ニ
火
ニ
て
や
き
す
て
、
ひタい
に
犬
と
／
云
文
字
を
書
、
東
の
ど
門
よ
り
お
い
は
ら
れ
（
マ
マ
）（
38
ウ
）
る
ゝ
わ
、

お
き
て
な
り
。
む
ざ
ん
成
か
な
、
姫
君
ハ
／
お
か
さ
ぬ
つ
ミ
ヲ
身
に
請
て
、
く
ど
き
給
ふ
ぞ
、
だ
う
／
り
な
り
。
光
て
る
の
給
ふ
ハわ

、「
云
わ
け
も
立
ま
じ
。

／
は
ら
を
切
せ
て
た
べ
」。
空
海
御
覧
じ
、「
げ
に
／
な
げ
ぎ
ハ
し
こ
ぐク

せ
り
。
去
な
が
ら
、
其ソ
ノ

身ミ

に
／
く
も
り
あ
ら
さ
れ
バ
、
仏
神
誠
に
て
ら
し
、
し

る
し
（
39
オ
）
な
ぎ
事
候
し
（
マ
マ
）じ

。
よ
し
そ
れ
と
も
に
印
な
く
ハ
、
／
仏
法
ハ
皆
偽
り
。
空
海
だ
ん
を
下
ら
ず
、
我
一
宗
を
／
や
ふ
る
べ
し
」
と
の
給
ふ

声
の
下
よ
り
も
、
御
身
よ
り
光
り
／
さ
し
、
此
光
明
人
々
に
う
つ
り
け
る
ぞ
、
ふ
し
き
な
れ
。
／
く
わ
ん
白
ヲ
始
各
々
、
ば
つ
と
き
も
ヲ
げ
し
、
し
ゆ

び
ん
大
／
き
に
せ
き
上
り
、「
扨
方
〳
〵
、
い
な
事
を
た
つ
と
ま
る
ゝ
。（
39
ウ
）
谷
の
く
ち
木
も
沢
べ
の
ほ
だ
る
も
、
身
ハ
光
る
。
／
ふ
し
ぎ
ハ
な
き
に
、

と
ぐ
〳
〵
げ
い
を
い
そ
か
れ
よ
。
い
や
、
／
た
ゞ
愚
僧
か
お
ごコ

な
はわ

ん
」
と
、
と
ん
で
出
し
が
、
立
す
ぐ
／
み
、
に
わ
が
に
狂キ
チ
カ

ひ
口
ば
し
り
、
大
地
へ

か
つ
は
と
た
お
れ
、
／
「
の
ふ
ヲ
、
あ（
マ
マ
）や

、
だ
ゑ
か
だ
や
。
親
ヲ
こ
ろ
せ
し
ち
ぐ
ぜ
う
の
、
／
か
と
う
ど
せ
し
ミ
や
う
ば
つ
、
五
だ
い
を
せ
む
る
。
か
な
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し
や
」
と
、（
40
オ
）
め
口
よ
り
ち
ヲ
は
ぎ
、
身
も
た
い
し
で
し
ニ
に
／
け
る
。
心
地
よ
く
こ
ぞ
見
ゑ
げ
る
。
く
わ
ん
白
大
き
ニ
／
お
と
ろ
が
せ
給
ひ
、「
扨

ハ
う
だ
か
ふ
所
わ
な
し
。
ど
か
／
人
ハ
熊
丸
め
。
ぜ
ん
だ
い
ミ
も
ん
の
大
い
（
マ
マ
）ざ

い
に
ん
」
と
、
／
「
そ
れ
お
こ
な
へ
」
と
御
て
う
有
。「
畏
て
候
」
と
、

さ
い
じ
／
の
し
ゆ
び
ん
が
内
よ
り
引
出
す
。
大
勢
せ
ん
ご
を
取
（
40
ウ
）
ま
ハ
し
、
ひ
だ
い
に
文
字
ヲ
書
付
、
い
せ
う
ヲ
は
ぎ
取
／
や
ぎ
は
ら
い
、
あ
か

は
だ
が
に
て
、
ぢ
ぐ
生
門
の
戸と

／
ひ
ら
を
ひ
ら
ぎ
、
か
い
ヲ
吹
、
せ
う
ご
を
な
ら
し
、
た
い
／
こ
を
打
、
お
い
立
〳
〵
追
い
だ
す
。
実
や
、
つ
ぐ
せ
し

／
悪
ご
う
の
、
忽
こ
ぐ
う
し
ん
ど
う
し
、
こ
ぐ
ら
（
マ
マ
）ん

四
が
い
／
に
お（
マ
マ
）い

〳
〵
、
こ
ほ
う
の
や
し
や
じ
ん
あ
ら
わ
れ
出
、
て
（
41
オ
）
い
し
や
う
ゑ
と
ん

で
お
り
、
く
ま
丸
を
ひ
づ
つ
が
ん
／
て
、
両
足
取
て
さ
つ
と
さ
ぎ
、
け
す
が
ご
と
ぐ
に
／
う
せ
給
へ
ば
、
忽
れ
い
ぶ
う
さ
つ
〳
〵
ど
、
雨
ハ
し
や
／
ち

ぐ
ヲ
な
が
し
け
り
。
く
わ
ん
白
、
く
わ
ん
ぎ
ゆ
や
く
／
あ
り
、
空
海
を
ふ
し
お
が
ミ
、
光
て
る
夫
婦
を
／
い
さ
な
い
て
、
す
ぐ
に
さ
ん
だ
い
な
さ
れ
つ
ゞ
、

（
41
ウ
）
く
わ
ん
ろ
く
い
ぜ
ん
に
百
ば
い
だ
り
。
扨
又
、
川
村
／
金
五
を
召
、「
汝
、
夫
婦
の
者
共
が
、
情
と
い
ゝ
忠
孝
／
と
云
、
其
お
ん
せ
う
に
バ
、

や
ま
ど
の
国
五テ国
を
下
／
さ
る
ゝ
。
有
が
だ
し
ど
だ
だ
よ
し
ハ
お
ん
ま
い
ヲ
／
罷
立
、
光
て
る
夫
婦
の
人
々
ハ
御
悦
ハ
限
り
／
な
し
。
彼か
の

空
海
の
お
い

の
り
こ
う
ぼ
う
（
42
オ
）
大
師
と
申
せ
し
わ
、
此
空
海
の
お
ん
／
事
な
り
。
し
ん
ご
ん
き
や
う
の
御
ほ
う
り
ぎ
、
／
目
出
度
共
中
な
が
も
ふ
し
（
マ
マ
）計

り
わ

な
か
り
／
け
り
。
／

　
　

天
保
五
歳
／
鳥
ノ
正
月
吉
日
（
42
ウ
）

右
之
通
り
書
お
ろ
し
な
と
わ
／
御
座
候
間
ご
す
い
け
や
う
め
さ
れ
／
お
ん
よ
み
く
な
さ
れ
度
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
笹
村
／　
　
　

右
衛
門
（
43
オ
）

＊
重
ね
書
き
さ
れ
た
箇
所
が
散
見
す
る
。
例
え
ば
、「
な
い8

ぐ
」（
3
オ
Ｌ
6
）
＝
「
ぐ
」
の
上
か
ら
「
い
」
と
重
ね
書
き
、「
な
お8

」（
3
オ
Ｌ
6
）
＝
「
く
」

の
上
か
ら
「
お
」
と
重
ね
書
き
、「
か8

ら
し
」（
14
ウ
Ｌ
2
）
＝
「
た
」（
？
）
の
上
か
ら
「
か
」
と
重
ね
書
き
。

＊
幾
通
り
か
の
振
り
仮
名
・
傍
記
が
見
ら
れ
る
が
、「
讃さ
ぬ

岐ぎ

氏ノ

」（
3
ウ
Ｌ
7
）
は
本
来
あ
る
べ
き
本
文
「
佐
伯
氏
」
に
基
づ
く
も
の
か
。
ま
た
、「
御サ
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ひヒ

け
い
」（
34
オ
Ｌ
6

御
庇
恵
）
は
、「
さ
ひ
わ
い
」
と
誤
読
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。

《
付
記
》

　
　

門
外
漢
に
よ
る
急
拵
え
に
て
、
甚
だ
不
充
分
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
小
稿
を
、
昨
年
十
一
月
三
十
日
に
急
逝
さ
れ
た
故
山
﨑
（
正
木
）

ゆ
み
教
授
に
捧
げ
た
い
。
小
稿
に
て
取
り
上
げ
た
奥
浄
瑠
璃
本
『
弘
法
大
師
之
御
本
地
』
に
つ
い
て
、
大
学
院
の
授
業
に
て
、
山
﨑
先

生
が
休
職
を
終
え
て
戻
ら
れ
た
ら
ご
覧
頂
こ
う
と
い
っ
た
こ
と
を
話
し
て
い
た
。
思
い
掛
け
な
い
突
然
の
ご
訃
報
に
接
し
た
の
は
、
そ

の
六
日
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。




